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西
郊
民
俗
談
話
会
会
則

一
、
本
会
は
西
郊
民
俗
談
話
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
会
員
相
互
の
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、
民
俗
学
の
研
究
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

（
１
）
会
誌
『
西
郊
民
俗
』
等
の
発
行
。

　

（
２
）
研
究
会
等
の
開
催
。

　

（
３
）
そ
の
他
。

四
、
本
会
の
会
員
は
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
の
手
続
を
と
っ
た
も
の
と
す
る
。

五
、
本
会
の
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
、
〇
〇
〇
円
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
本
会
は
会
務
の
執
行
の
た
め
に
委
員
若
干
名
を
置
き
、
う
ち
一
名
を
代
表
委
員

と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
総
会
に
お
い
て
行
い
、
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。

七
、
本
会
は
必
要
に
応
じ
て
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
本
会
は
少
く
と
も
毎
年
一
回
の
総
会
を
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

九
、
こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

『
西
郊
民
俗
』
投
稿
案
内

『
西
郊
民
俗
』
は
年
四
回
（
三
・
六
・
九
・
十
二
月
）
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。
本

会
会
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
民
俗
学
に
関
す
る

報
告
・
論
説
・
記
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
地
域
の
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

論
考
・
調
査
報
告
・
資
料
紹
介
・
資
料
翻
刻
・
問
題
提
起
等
、
原
稿
の
長
短
に
関
わ

ら
ず
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
短
報
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

投
稿
に
際
し
て
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
稿
方
法

で
き
る
だ
け
電
子
デ
ー
タ
原
稿
で
お
願
い
し
ま
す
。
本
文
・
写
真
・
図
表
を
収

録
し
た
Ｃ
Ｄ
・
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
等
の
デ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
の
郵
送
、
ま
た
は

メ
ー
ル
送
信
で
お
送
り
下
さ
い
。
そ
の
プ
リ
ン
ト
紙
を
郵
送
し
て
下
さ
い
。
メ
ー

ル
送
信
の
場
合
で
も
、
プ
リ
ン
ト
紙
は
郵
送
し
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
手
書
き
原

稿
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

二
、
写
真
・
図
等

写
真
・
図
等
は
、
電
子
デ
ー
タ
の
本
文
に
貼
り
付
け
な
い
で
、
写
真
・
図
一
点

ご
と
の
別
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
く
だ
さ
い
。
本
文
に
貼
り
付
け
る
と
、
デ
ー
タ
が
小

さ
く
な
り
印
刷
に
適
し
ま
せ
ん
。

三
、
校
正

執
筆
者
校
正
は
、
初
校
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
修
正
し
て
返
送
し
て
下
さ
い
。

執
筆
者
校
正
は
初
校
の
み
と
い
た
し
ま
す
。
注
の
付
け
方
、
文
法
・
文
意
の
整
理

等
、
本
文
の
体
裁
に
つ
い
て
、
編
集
上
の
調
整
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

四
、『
西
郊
民
俗
』
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

二
五
八
号
か
ら
、
西
郊
民
俗
談
話
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
会
誌
の
発

行
後
一
年
を
経
過
し
た
時
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
行
い
ま

す
。
今
後
の
投
稿
に
際
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
了
承
し
た
上
で
の
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。
既
刊
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

五
、
原
稿
送
り
先　

編
集
担
当

久
野
俊
彦　

〒329-0433　

栃
木
県
下
野
市
緑
四‒

六‒

七

Ｅ
メ
ー
ル　

hto4sano@
yahoo.co.jp

『
西
郊
民
俗
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
案
内

既
刊
分
の
会
誌
の
販
売
価
格
は
一
部
五
〇
〇
円
で
す
。
在
庫
分
は
二
四
九
号
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
編
集
担
当
（
在
庫
担
当
）
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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立
柱
の
方
位
と
龍
蛇

―『
簠
簋
内
伝
』巻
四「
造
屋
篇
」に
み
ら
れ
る「
龍
伏
」の
形
成
と
展
開
―

馬　

場　

真
理
子

　

一　

問
題
の
所
在

本
稿
で
は
、
建
築
に
関
わ
る
方
位
選
び
の
ル
ー
ル
で
あ
る
「
龍
伏
」
に
つ
い
て
扱

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
記
述
は
、『
簠ほ

簋き

内な
い

伝で
ん

』
の
も
の
で
あ
ろ

う
。『
簠
簋
内
伝
』
と
は
中
世
に
成
立
し
た
暦
注
解
説
書
で
あ
り
、
正
式
名
称
を

『
三
国
相
伝
陰
陽
輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』
と
い
う
。
平
安
時
代
の
著
名
な
陰

陽
師
・
安
倍
晴
明
（
九
二
一
～
一
〇
〇
五
）
に
仮
託
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
仏

教
的
内
容
を
多
く
含
み
、
さ
ら
に
は
祇
園
社
（
八
坂
神
社
）
の
祭
神
・
牛
頭
天
王
の

縁
起
譚
を
も
語
る
、
と
い
う
謎
多
き
書
で
あ
る
。
現
在
は
五
巻
本
と
し
て
定
着
し
て

い
る
が
、
当
初
は
『
宣
明
暦
経
』
の
註
解
で
あ
る
「
宣
明
暦
経
註
」
が
三
巻
本
と
し

て
通
行
し
て
お
り
、
そ
こ
に
巻
四
「
造
屋
篇
」、
巻
五
「
文
殊
曜
宿
経
」、
同
書
の
来

歴
を
語
る
序
文
（
清
明
序
）
が
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
っ
て
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
さ
れ

る（１
）。巻

四
「
造
屋
篇
」
の
「
十
九　

就
柱
立
龍
伏
口
伝
」
で
は
、
立
柱
に
際
し
て
用
い

る
べ
き
方
位
の
法
則
と
し
て
龍
伏
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
う
し

た
説
が
イ
ン
ド
に
由
来
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
簠
簋
内

伝
』
に
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い（２
）。
実
の
と
こ
ろ
陰

陽
寮
で
は
、『
簠
簋
内
伝
』
の
成
立
よ
り
は
る
か
に
早
く
か
ら
、
龍
伏
と
ほ
ぼ
同
様

の
方
位
選
び
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、『
簠
簋
内
伝
』
に

記
さ
れ
た
説
と
、
陰
陽
寮
が
用
い
て
き
た
説
と
が
一
部
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
な
に

ゆ
え
両
者
は
一
致
し
な
い
の
か
。『
簠
簋
内
伝
』
に
示
さ
れ
た
龍
伏
は
、
ど
こ
か
ら

や
っ
て
き
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
い
か
ら
、『
簠
簋
内
伝
』
巻
四
「
造
屋

篇
」
に
龍
伏
が
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。

　

二　

地
に
横
た
わ
る
龍
蛇

イ
ン
ド
の
民
間
信
仰
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
神
に
、
ナ
ー
ガ
が
い
る
。

イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
建
築
儀
礼
に
お
い
て
は
、
寺
院
な
ど
を
建
設
す
る
際
、
そ
の
予

定
地
に
体
を
横
た
え
た
ナ
ー
ガ
が
描
か
れ
た
。
こ
れ
を
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ（「
敷

地
の
ナ
ー
ガ
」）
と
呼
ぶ（３
）。
こ
こ
で
の
ナ
ー
ガ
は
人
頭
蛇
身
の
姿
を
と
る
。
ま
た
イ

ン
ド
密
教
に
お
い
て
は
、
マ
ン
ダ
ラ
制
作
の
場
に
も
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
が
現
れ

る
。
入
門
儀
礼
な
ど
に
際
し
、
地
面
に
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
が
描
か
れ
、
そ
の
上

に
色
の
つ
い
た
砂
な
ど
で
マ
ン
ダ
ラ
が
描
か
れ
た
と
い
う
。

密
教
儀
礼
に
つ
い
て
記
し
た
イ
ン
ド
の
文
献
に
は
、
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
に
関

わ
る
儀
礼
に
つ
い
て
の
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ナ
ー
ガ
が
建
設

予
定
地
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
区
画
内
を
毎
日
少
し
ず
つ
移
動
す
る
こ
と
が
語
ら
れ

る
。
新
年
の
最
初
の
日
に
は
北
東
の
隅
に
頭
を
置
き
、
南
西
の
隅
に
尾
の
先
端
が
あ

る
。
最
初
の
三
ヶ
月
で
、
頭
は
東
の
辺
を
北
東
の
隅
か
ら
南
東
の
隅
へ
、
尾
は
西
の

辺
を
南
西
の
隅
か
ら
北
西
の
隅
へ
と
移
動
す
る
。
そ
の
後
も
同
様
に
移
動
し
て
、
一

年
で
一
周
す
る
。
儀
礼
を
行
う
日
の
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
の
位
置
が
確
定
す
る
と
、

所
定
の
位
置
に
穴
を
掘
る
。
そ
の
穴
か
ら
不
純
物
を
取
り
除
く
こ
と
で
敷
地
が
浄
化

さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
誤
っ
た
場
所
を
掘
っ
て
し
ま
う
と
様
々
な
災
厄
が
訪
れ
る
、

と
も
さ
れ
る
。
災
厄
の
詳
細
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
例
え
ば
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー

ガ
の
頭
の
部
分
を
掘
れ
ば
父
や
子
が
滅
び
、
背
中
を
掘
れ
ば
自
分
自
身
が
滅
び
る
か

追
放
さ
れ
、
尻
尾
を
掘
れ
ば
牛
や
眷
属
従
僕
が
滅
び
る
な
ど
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
は
土
地
浄
化
の
た
め
の
穴
の
位
置

決
め
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
が
、
一
部
の
建
築
書
で
は
、
建
物
の
入
り
口
の
方
位
や
、

柱
を
据
え
る
穴
ま
た
は
建
物
の
礎
石
の
位
置
を
決
め
る
た
め
の
も
の
と
し
て
記
さ
れ

た
。
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三　

陰
陽
道
に
お
け
る
「
立
柱
次
第
」
と
「
伏
龍
」

　

三‒

一　

日
時
方
位
勘
申

大
地
に
横
た
わ
る
龍
蛇
と
建
築
に
関
わ
る
方
位
選
び
と
を
関
連
付
け
る
こ
の
よ
う

な
言
説
は
、
古
く
か
ら
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
古
代
以
来
、
陰
陽
寮
は
種
々
の

出
来
事
に
際
し
て
日
時
方
位
の
勘
申
を
行
っ
た
が
、
御
所
や
寺
社
の
造
営
に
つ
い
て

の
勘
文
に
は
、
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
に
由
来
す
る
と
思
し
き
項
目
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

例
え
ば
『
承
保
三
年
法
勝
寺
阿
弥
陀
堂
造
立
日
時
定
記
』
の
承
保
三
年
（
一
〇
七

六
）
五
月
二
八
日
の
記
事
に
は
、
法
勝
寺
阿
弥
陀
堂
の
造
営
に
際
し
て
陰
陽
寮
が
勘

申
し
た
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
始
木
作
日
時
」「
築
壇
日
時
」「
居

礎
日
時
」
な
ど
と
並
び
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る（４
）。

　
　

竪
柱
上
梁
棟
日
時

　
　
　

七
月
十
一
日
乙
丑

　
　

立
柱
□
（
日
カ
）
時
辰
二
點

　
　
　

立
柱
次
第
、
先
東
次
西
次
北
次
南

柱
を
建
て
る
日
時
は
七
月
一
一
日
の
辰
の
二
点
（
午
前
七
時
半
頃
）
が
よ
い
と
さ

れ
、
そ
の
方
位
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
東
に
建
て
、
次
に
西
に
建
て
、
次
に
北
に
建
て
、

最
後
に
南
に
建
て
る
の
が
よ
い
と
す
る
。

そ
の
後
、
中
世
を
経
て
近
世
末
期
に
至
る
ま
で
、
陰
陽
寮
の
日
時
方
位
勘
文
に
は

古
代
以
来
の
説
に
則
っ
た
立
柱
の
方
位
が
記
さ
れ
た
。

　

三‒

二　

陰
陽
道
書
の
記
述

こ
う
し
た
方
位
選
び
は
、
陰
陽
道
書
や
暦
書
に
お
い
て
し
ば
し
ば
解
説
さ
れ
て
い

る
。
詳
し
い
説
明
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
平
安
後
期
に
賀
茂
家
栄
（
生
没
年
未

詳
）
が
撰
し
た
『
陰
陽
雑
書
』
と
、
鎌
倉
初
期
に
著
さ
れ
た
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重

勘
進
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
陰
陽
雑
書
』「
第
十　

犯
土
造
作
吉
日（５
）」

竪
柱
次
第

伏
龍　

春
、
頭
南
足
北
、
背
東
腹
西
、
夏
秋
冬
准
之
、
立
柱
時
、
略
頌
曰
、
東

方
慈
父
、
南
方
愛
母
、
西
方
福
徳
、
北
方
長
寿
、
中
央
利
益
、
堅
牢
神
、
急
急

如
律
令（６
）、

春
南
北
東
西
、
夏
北
南
西
東
、
秋
東
西
北
南
、
冬
西
東
南
北

『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記（７
）』

立
柱
次
第

春　

南
北
東
西

　
　

腹
背
足
頭

夏　

北
南
西
東

　
　

腹
背
足
頭

秋　

東
西
北
南

　
　

腹
背
足
頭

冬　

西
東
南
北

　
　

腹
背
足
頭

群
忌
隆
集
云
、
伏
龍
、
正
・
二
・
三
月
、
頭
在
西
、
足
在
東
、
背
在
北
、
腹
在

南
。
四
・
五
・
六
月
、
頭
在
東
、
足
在
西
、
背
在
南
、
腹
在
北
。
七
八
九
月
、

頭
在
南
、
足
在
北
、
背
在
西
、
腹
在
東
。
十
・
十
一
・
十
二
月
、
頭
在
北
、
足

在
南
、
背
在
東
、
腹
在
西
。

凡
穿
伏
龍
頭
、
父
母
當
之
。
穿
足
、
六
畜
死
。
穿
背
、
女
□
死
。
穿
腹
、
富
貴

子
孫
大
良
。
又
云
、
先
立
腹
、
次
立
背
、
次
立
足
、
次
立
頭
者
、
大
富
貴
吉
。
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勘
申
の
際
に
は
単
に
「
立
柱
次
第
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
上
記
の
二
書
で
は
い

ず
れ
も
「
伏
龍
」
と
い
う
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
（
下
線
部
）。
龍

蛇
と
関
連
付
け
て
い
る
こ
と
、
体
の
部
位
（
頭
・
足
・
背
・
腹
）
ご
と
の
方
位
を
示

し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
三
ヶ
月
ご
と
に
移
り
変
わ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

踏
ま
え
る
と
、
陰
陽
寮
が
用
い
た
立
柱
次
第
の
説
は
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
に
淵
源

す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
た
経
緯
は
不
明
だ
が（８
）、
上
に
挙
げ
た
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝

重
勘
進
記
』
に
は
典
拠
と
し
て
『
群
忌
隆
集
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
散
逸

し
て
い
る
が
、
中
国
か
ら
渡
来
し
、
陰
陽
道
書
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
鑑
み
る
と
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
わ
る
中
で
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
が
立

柱
の
方
位
選
び
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
中
国
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
推
測

で
き
る
。
た
だ
し
『
陰
陽
雑
書
』
と
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
と
を
比
べ
る

と
、
体
の
部
位
の
順
番
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
中
国
か
ら
複
数
の
説
が
伝

わ
っ
て
い
た
か
、
一
つ
の
説
を
伝
え
る
過
程
で
賀
茂
氏
と
安
倍
氏
の
い
ず
れ
か
が
異

な
る
説
を
語
り
始
め
た
の
か
も
し
れ
な
い（９
）。
単
に
方
位
を
選
ぶ
だ
け
な
ら
ば
体
の

部
位
の
順
番
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
く
、
統
一
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
柱
を
建
て
る
方
位
に
つ
い
て
は
、
安
倍
氏
・
賀
茂
氏
と
も
に
同
じ
認
識

を
共
有
し
て
お
り
、
日
時
方
位
勘
申
は
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
同
一
の
説
に
則

っ
て
行
わ
れ
た
。

　

四　

龍
伏
の
登
場

陰
陽
寮
に
よ
る
立
柱
次
第
の
説
は
『
拾
芥
抄
』「
竪
柱
次
第
」
や
『
運
歩
色
葉

集
』「
立
柱
次
第
」
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

一
方
で
近
世
に
な
る
と
、
こ
れ
と
は
異
な
る
説
が
巷
間
に
流
布
し
た
。
そ
の
典
拠
と

な
っ
た
の
が
、『
簠
簋
内
伝
』
で
あ
る
。

『
簠
簋
内
伝
』
巻
四
「
造
屋
篇
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
（1
（

。

十
九　

就
柱
立
龍
伏
口
伝

春
三
月　

頭
西
三　
未
申
角
立　

腹
南
一　
辰
巳
角
立　

足
東
四　
丑
寅
角
立　

背
北
二　

戌
亥
角
立

夏
三
月　

頭
東
三　

腹
北
一　

足
西
四　

背
南
二

秋
三
月　

頭
南
三　

腹
東
一　

足
北
四　

背
西
二

冬
三
月　

頭
北
三　

腹
西
一　

足
南
四　

背
東
二

右
如
是
案
者
、
大
聖
文
殊
曰
、
此
大
地
底
有
一
大
蛇
、
広
量
難
知
者
也
。
爾
依

四
季
、
厥
伏
臥
大
異
也
。
若
柱
立
頭
、
則
父
母
師
君
死
去
。
又
柱
立
足
、
則
眷

属
従
僕
没
亡
、
柱
立
背
、
則
妻
子
自
己
倶
死
亡
、
柱
立
腹
、
則
万
福
不
求
来
、

七
妖
不
思
退
、
子
孫
繁
昌
、
而
家
内
安
全
也
。
此
故
柱
立
時
、
腹
背
頭
足
、
口

伝
専
一
也
。
明
世
間
暦
者
也
。

こ
う
し
た
説
明
は
、
前
章
で
挙
げ
た
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
と
類
似
す

る
も
の
の
、
一
方
で
差
異
も
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、『
簠
簋
内
伝
』
の
一
部
の
写
本
に
は
辰
巳
（
南
東
）・
戌
亥
（
北
西
）・

未
申
（
南
西
）・
丑
寅
（
北
東
）
の
四
隅
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
四
五
度
ず
つ
反
時
計
回
り
に
回
転
さ
せ
る
と
、
東
西
南
北
の
表
記
と
一
致
す
る
。

四
隅
の
注
記
は
管
見
の
限
り
、『
簠
簋
内
伝
』
お
よ
び
そ
の
関
連
書
に
し
か
見
ら
れ

な
い
（
（1
（

。
第
二
に
、
体
の
部
位
の
順
番
を
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
で
は
腹
→
背
→

足
→
頭
と
す
る
の
に
対
し
、『
簠
簋
内
伝
』
で
は
腹
→
背
→
頭
→
足
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
・
四
番
目
の
方
位
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
災
厄
の
説
明
で
あ
る
。『
簠
簋
内
伝
』
で
は
、
柱
を
大
蛇
の
頭
の
方
位

か
ら
建
て
れ
ば
父
母
師
君
が
死
に
、
足
の
方
位
か
ら
建
て
れ
ば
眷
属
従
僕
が
没
し
、

背
の
方
位
か
ら
建
て
れ
ば
妻
子
と
自
ら
が
死
ぬ
が
、
腹
の
方
位
か
ら
建
て
れ
ば
福
が
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訪
れ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
う
し
た
説
明
は
文
言
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ

『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
の
内
容
と
類
似
す
る
。
し
か
し
最
も
明
確
に
異
な

る
の
は
、『
簠
簋
内
伝
』
が
こ
う
し
た
説
明
を
「
大
聖
文
殊
」
の
言
葉
と
し
て
語
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。

第
四
に
、
名
称
の
違
い
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘

進
記
』
お
よ
び
『
陰
陽
雑
書
』
は
「
伏
龍
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
お
そ
ら

く
中
国
よ
り
渡
来
し
た
当
初
の
説
で
は
、「
伏
龍
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、『
簠
簋
内
伝
』
で
は
「
龍
伏
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、『
簠
簋
内
伝
』
よ
り
前
に
こ
う
し
た
意
味
で
こ
の
言
葉
を
用
い
た
例

は
確
認
で
き
な
い
。

全
体
の
類
似
性
に
鑑
み
て
、『
簠
簋
内
伝
』
の
龍
伏
の
説
は
『
群
忌
隆
集
』
や
そ

れ
に
類
す
る
書
を
参
照
し
た
も
の
―
無
論
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
な
ど
か

ら
の
孫
引
き
の
可
能
性
も
あ
る
―
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
巻
四
「
造
屋
篇
」
を
作
成
し
た
人
物
は
あ
え
て
体
の
部
位
の
順
番
を
変
え
、

「
大
聖
文
殊
」
を
登
場
さ
せ
、「
伏
龍
」
で
は
な
く
「
龍
伏
」
の
言
葉
を
用
い
た
こ
と

に
な
る
。

「
伏
龍
」
で
は
な
く
「
龍
伏
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
点
に
つ
い
て
、
想
起
さ
れ

る
の
は
巻
五
の
題
で
あ
る
「
文
殊
曜
宿
経
」
で
あ
る
。
巻
五
が
『
宿
曜
経
』
を
意
識

し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
宿
曜
」
で
は
な
く
「
曜
宿
」
と
い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
龍
伏
」
と
「
曜
宿
経
」
は
、
い
ず
れ
も
一
般
に
使
わ
れ

る
語
彙
と
は
字
の
順
序
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
独
自
性
を
強
調
す

る
編
者
の
意
図
―
そ
れ
が
ど
の
段
階
で
の
「
編
者
」
で
あ
る
か
に
も
注
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
―
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
こ

で
は
二
例
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

五　

龍
伏
の
出
自

従
来
知
ら
れ
て
い
た
立
柱
次
第
の
説
と
異
な
る
『
簠
簋
内
伝
』
の
龍
伏
の
説
は
、

巻
四
「
造
屋
篇
」
の
作
成
者
が
独
自
に
生
み
出
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
記
述
が
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
故
実
家
・
栗
原
信

充
（
一
七
九
四
～
一
八
七
〇
）
の
随
筆
『
柳
庵
雑
筆
』
二
に
残
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
信

充
は
ま
ず
『
簠
簋
内
伝
』
の
「
十
九　

就
柱
立
龍
伏
口
伝
」
を
引
用
し
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

下
に
吉
凶
を
注
せ
る
か
、
信
難
こ
と
多
け
れ
ば
、
強
に
証
発
せ
ん
と
も
思
は
ざ

り
つ
る
に
、
山
城
国
葛
野
郡
の
真
言
教
寺
に
、
徳
治
二
年
の
上
梁
文
あ
る
堂
の

修
理
す
と
て
、
屋
を
発
き
見
れ
ば
、
柱
ご
と
に
頭
、
又
は
腹
、
足
、
背
の
字
を

題
せ
り
。
件
の
龍
伏
の
義
に
や
有
ん
と
知
る
れ
ば
、
執
事
の
僧
を
語
ら
ひ
、
柱

の
並
の
ま
ゝ
に
写
し
取
て
見
れ
ば
右
の
如
し
（
引
用
者
注
：
写
真
１
）。
柱
の

橒
を
審
に
挍
れ
ば
、
皮
付
の
方
を
外
に
な
し
、
橗
を
内
へ
な
し
た
り
。
依
て
簠

写真１
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簋
の
鈔
を
考
ふ
る
に
、
春
と
は
戌
亥
の
隅
な
り
。
腹
南
一
と
は
、
腹
を
辰
巳
の

隅
に
当
て
一
と
す
る
也
。
然
す
れ
は
、
背
は
戌
亥
の
隅
に
て
二
、
頭
は
未
申
の

隅
に
て
三
、
足
は
丑
寅
の
隅
に
て
四
と
な
れ
り
。
夏
と
は
、
辰
巳
の
隅
な
り
。

腹
北
一
と
は
、
腹
を
戌
亥
の
隅
に
当
て
一
と
す
。
餘
の
二
方
推
て
知
へ
し
と
見

ゆ
。
此
柱
の
図
と
、
徳
治
の
柱
の
題
字
と
校
定
す
れ
ば
、
爰
に
春
と
云
は
冬
に
て
、
冬
と
有
が
春
な
る
べ
し
。
何
と

な
れ
ば
、
春
と
云
は
東
に
て
、
背
を
丑
寅
に
当
、
冬
と
云
は
北
に
て
、
背
を
戌
亥
に
当
べ
し
。
即
是
夏
と
云
は
南
に
て
、

背
を
辰
巳
に
当
、
秋
と
云
は
西
に
て
、
背
を
未
申
に
当
る
と
同
意
な
り
。
然
し
て
見
る
時
は
、
腹
と
云
字
、
何
も
中
に

当
れ
り
。
今
虚
空
蔵
堂
の
柱
の
題
字
に
依
て
考
定
し
て
始
て
龍
伏
と
云
は
、
柱
の

陰
陽
に
准
じ
て
是
を
竪
る
法
な
る
を
し
る
。

こ
こ
で
は
、「
山
城
国
葛
野
郡
の
真
言
教
寺
」
に
あ
る
「
徳
治
二
年
の
上
梁
文
あ

る
堂
」
の
修
繕
に
立
ち
合
っ
た
経
験
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
信
充
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
柱
に
頭
・
腹
・
足
・
背
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
樹
木
の
芯

（「
橗
」）
に
あ
た
る
方
が
内
側
に
、
樹
皮
の
つ
い
て
い
る
方
（「
皮
付
の
方
」）
が
外

側
に
な
る
よ
う
に
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
『
簠
簋
内
伝
』

の
注
釈
書
で
あ
る
『
簠
簋
抄
』
が
記
す
向
き
と
一
致
す
る
。
戌
亥
の
隅
に
あ
る
柱
が

『
簠
簋
内
伝
』
ま
た
は
『
簠
簋
抄
』
に
あ
る
春
の
方
位
に
あ
た
り
、
辰
巳
の
柱
は
夏
、

未
申
の
柱
は
秋
、
丑
寅
の
柱
は
冬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
す
る
。

「
虚
空
蔵
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
山
城
国
葛
野
郡
の
真
言
教
寺
」
と
は
京
都

市
西
京
区
嵐
山
の
智
福
山
法
輪
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
寺
は
虚
空
蔵
菩
薩
を
本
尊

と
し
、「
さ
が
（
嵯
峨
）
虚
空
蔵
」（『
諸
国
年
中
行
事
』
正
月
一
三
日
条
）
な
ど
と

も
称
さ
れ
た
。
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
元
明
天
皇
の
勅
願
で
行
基
が
開
創
し
た
と

伝
わ
る
。
幕
末
の
禁
門
の
変
に
際
し
て
全
焼
し
た
が
、『
都
名
所
図
会
』（
一
七
八

〇
）
に
よ
れ
ば
、
近
世
に
は
本
堂
の
ほ
か
に
断
食
を
行
う
た
め
の
参
籠
堂
も
存
在
し

た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
単
に
「
虚
空
蔵
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
徳
治
二
年
の
上

梁
文
あ
る
堂
」
は
本
堂
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
信
充
の
理
解
に
則
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
龍
伏
は
立
柱
の
方
位
選
び
で
は

な
く
、
柱
自
体
の
向
き
の
問
題
―
信
充
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
柱
の
陰
陽
に
准
じ
て
是

を
竪
る
法
」
―
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
木
材
の
段
階
で
樹
木
の
芯

に
当
た
る
方
に
「
腹
」、
樹
皮
に
当
た
る
方
に
「
背
」
と
墨
付
け
を
し
て
お
け
ば
、

実
際
に
建
て
る
段
階
で
も
芯
に
当
た
る
方
が
中
央
に
、
樹
皮
に
当
た
る
方
が
外
側
に

向
く
よ
う
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
信
充
は
こ
の
後
、
後
述

の
「
紫
野
の
禪
院
」
で
写
真
２
の
よ
う
に
墨
を
打
っ
た
材
木
を
目
撃
し
た
こ
と
か
ら

「
材
を
挽
割
前
に
兼
て
か
く
題
し
置
、
柱
と
成
て
竪
る
に
臨
て
此
字
に
就
て
方
位
を

定
む
れ
は
、
龍
伏
の
法
に
合
ふ
と
知
れ
た
り
」
と
も
述
べ
る
。
信
充
は
、
一
本
の
樹

木
か
ら
四
隅
の
木
材
を
切
り
出
す
場
合
に
こ
の
字
を
用
い
た
と
考
え
て
い
る
ら
し
い
。

し
か
し
実
際
に
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

複
数
の
樹
木
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
に
対
し
、
木
目
か
ら
木
の
反
り
を
予
測
し
て

墨
付
け
を
し
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

写真２
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こ
れ
に
関
連
し
て
、『
簠
簋
内
伝
』
の
初
期
の
写
本
で
あ
る
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
所
蔵
の
も
の
（
楊
憲
本
）
に
は
数
字
が
振
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
、『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
で
は
「
先
立
腹
、
次
立
背
、
次
立
足
、

次
立
頭
」
と
し
て
明
確
に
柱
を
建
て
る
順
番
を
説
く
の
に
対
し
、『
簠
簋
内
伝
』
に

は
そ
う
し
た
文
言
が
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
真
言
宗
に
お
い
て
は
当
初
、
龍

伏
は
墨
付
け
の
際
の
目
印
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
に
陰
陽
道
の
影
響
を
受
け

て
立
柱
の
方
位
選
び
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、『
簠
簋
内
伝
』
の
後
の

写
本
に
は
数
字
が
追
加
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
は
諸
本
を
比
較
し
た

上
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
、
法
輪
寺
の
例
に
続
い
て
、
信
充
は
龍
伏
が
実
践
さ
れ
て
い
る
例
を
い
く
つ

か
挙
げ
る
。「
紫
野
の
禪
院
」、
栂
尾
山
高
山
寺
（
京
都
市
右
京
区
栂
尾
）
に
あ
る
石

水
院
、
北
山
鹿
苑
寺
（
京
都
市
北
区
金
閣
寺
町
）
の
金
閣
で
あ
る
。「
紫
野
の
禪

院
」
で
は
上
述
の
よ
う
に
頭
・
腹
・
足
・
背
の
字
が
記
さ
れ
た
木
材
を
見
た
と
い
い
、

石
水
院
で
は
柱
の
位
置
が
龍
伏
に
合
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
、
金
閣
は
「
材
の
陰

陽
」
が
石
水
院
と
同
様
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
信

充
は
、
龍
伏
に
従
っ
て
い
る
寺
院
は
長
い
年
月
を
経
て
も
「
古
色
蒼
然
」
あ
る
い
は

「
厳
然
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
近
来
は
「
木
匠
の
道
に
明
か

な
る
人
」
が
絶
え
た
と
嘆
く
。

こ
の
う
ち
、
信
充
が
頭
・
腹
・
足
・
背
の
字
を
明
確
に
確
認
し
た
も
の
は
法
輪
寺

と
「
紫
野
の
禪
院
」
で
あ
る
。「
紫
野
の
禪
院
」
と
言
え
ば
龍
宝
山
大
徳
寺
が
即
座

に
想
起
さ
れ
る
が
、
ど
の
寺
院
を
指
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
も
し

大
徳
寺
な
ら
ば
一
五
世
紀
に
一
度
焼
失
し
て
お
り
、
再
建
さ
れ
た
時
期
に
は
す
で
に

『
簠
簋
内
伝
』
が
流
布
し
始
め
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
の
例
と
し
て
、
法
輪

寺
は
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

法
輪
寺
の
例
に
よ
り
、
遅
く
と
も
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
は
、『
簠
簋
内

伝
』
に
記
さ
れ
た
龍
伏
の
ル
ー
ル
が
何
ら
か
の
形
で
真
言
宗
内
部
で
実
践
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
三
巻
本
の
「
宣
明
暦
経
註
」
は
一
四
世
紀
後
半
ご
ろ
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（1
（

、
上
記
の
よ
う
な
言
説
は
「
宣
明
暦
経

註
」
と
並
行
し
て
存
在
し
、
や
が
て
「
造
屋
篇
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
五
巻
本
の
『
簠

簋
内
伝
』
の
一
部
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

六　

龍
伏
の
行
方

最
後
に
、
近
世
社
会
に
お
け
る
龍
伏
の
展
開
を
簡
潔
に
見
て
お
こ
う
。『
簠
簋
内

伝
』
お
よ
び
そ
の
関
連
書
が
数
多
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
、『
簠
簋
内
伝
』
の
説
く
龍

伏
の
説
は
各
地
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
近
世
に
は
、
暦
注
や
そ
の
他
の
生
活

知
識
を
解
説
す
る
大
雑
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
が
、
多
く
の
も
の
が
『
簠
簋
内

伝
』
の
説
に
基
づ
い
た
龍
伏
を
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
に
残
さ
れ
た
職
人
巻

物
の
中
に
は
、『
簠
簋
内
伝
』
や
そ
の
関
連
書
を
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
龍
伏
が
登

場
し
て
い
る
（
（1
（

。『
倭
訓
栞
』（
一
七
七
七
～
一
八
八
七
）
中
編
巻
之
一
九
の
「
は
し
ら

だ
て
」
の
項
目
に
も
「
皇
明
通
記
に
建
極
殿
竪
柱
と
み
ゆ　

簠
簋
龍
伏
を
よ
め
り
（
（1
（

」

と
あ
り
、『
簠
簋
内
伝
』
の
説
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
龍
伏
が
立
柱
や
地
礎
の
儀
礼
そ
の
も
の
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

「
い
し
ず
へ
」（『
匠
家
故
実
録
』（
一
八
〇
三
年
自
序
）
な
ど
）
と
読
ま
せ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
こ
れ
も
龍
伏
の
普
及
の
証
左
と
言
え
る
。

一
方
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
近
世
に
至
っ
て
も
陰
陽
寮
は
古
代
以
来
の
説
を
踏

襲
し
続
け
て
い
た
。
そ
の
説
は
、
民
間
に
も
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。
当
時
の
建
築

関
連
の
書
か
ら
は
、
近
世
社
会
に
二
つ
の
説
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

例
え
ば
『
大
匠
手
鑑
』（
一
七
二
一
）
は
『
簠
簋
内
伝
』
と
同
様
の
説
を
載
せ
る
が
、

『
匠
家
故
実
録
』
で
は
陰
陽
寮
の
立
柱
次
第
の
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

が
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
近
世
初
期
の
代
表
的
な
大
工
技
術
書
と
し
て
知

ら
れ
る
『
愚
子
見
記
』（
一
六
八
三
年
著
）
で
あ
る
。
同
書
の
第
一
冊
「
四　

龍
臥

之
事
」
で
は
、
龍
伏
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
第
一
に
、「
春
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ハ
南
北 

東
西
。
夏
ハ
北
南 

西
東
。
秋
ハ
東
西 

南
北
。
冬
ハ
西
東 

南
北
。
右
は
地

神
形
大
龍
に
而
、
其
腹
、
背
、
頭
、
足
等
、
有
之
所
知
家
造
、
城
建
柱
を
立
初
る
大

事
也
。
故
に
腹
よ
り
立
始
る
次
第
秘
伝
に
云
」
ま
た
は
「
一
、
春
は
南
北
西
東
。
夏

は
北
南
東
西
。
秋
は
東
西
南
北
。
冬
は
西
東
北
南
。
右
如
斯
可
建
。
是
龍
臥
腹
よ
り

立
初
る
次
第
也
」
と
す
る
説
で
、
こ
れ
は
『
簠
簋
内
伝
』
と
一
致
す
る
。
第
二
に
、

「
亦
私
に
云　

禁
中
御
柱
建
に
幸
徳
位
頭
賀
茂
朝
臣　

友
伝
勘
状
申
龍
伏
覚
」
す
る

も
の
で
、「
一
、
春
は
南
北
、
東
西
。
夏
は
北
南
、
西
東
。
秋
は
東
西
、
北
南
。
冬

は
追
可
考
。
拾
芥
に
冬
は
西
東
南
北
。
右
三
季
は
同
事
也
。
右
者
禁
裏
、
院
中
之
御
造
営
に
如
斯
也
。

寛
文
十
三
仮
内
侍
所
立
柱
同
前
。
合
、
延
宝
三
禁
中
柱
も
右
同
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
陰
陽
寮
の
説

で
あ
る
。
相
異
な
る
二
つ
の
説
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
建
築
関
係
者
の
間
で

も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
特
に
解
消
へ
と

向
か
う
動
き
も
な
く
、
近
世
を
通
じ
て
併
存
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

七　

龍
伏
と
『
簠
簋
内
伝
』
の
形
成
―
ま
と
め
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
大
地
に
横
た
わ
る
龍
蛇
と
建
築
に
関
わ
る
方
位
選
び
を
結
び
付
け
る

言
説
の
展
開
を
追
っ
た
。
そ
の
結
果
、
古
代
か
ら
陰
陽
寮
で
は
こ
う
し
た
方
位
選
び

が
立
柱
次
第
や
伏
龍
な
ど
と
し
て
実
践
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら
と
『
簠
簋

内
伝
』
に
記
さ
れ
た
龍
伏
の
説
と
は
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
の
、
一
部
に
差
異
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
後
者
は
一
四
世
紀
初
頭
に
真
言
宗
内
部
で
実
践
さ
れ
て
い
た
形
跡

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
実
は
、『
簠
簋
内
伝
』
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る
上
で
も
注
目
さ
れ

る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
『
簠
簋
内
伝
』
は
巻
一
～
巻
三
に
巻
四
・
巻
五
・
序
が

そ
れ
ぞ
れ
加
わ
っ
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
作
成
者
や
成
立
年
は

明
ら
か
で
な
い
。
近
世
よ
り
真
言
僧
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

も
の
の
（
（1
（

、
一
方
で
中
村
璋
八
が
真
言
宗
内
で
成
立
し
た
の
は
巻
五
「
文
殊
曜
宿
経
」

の
み
だ
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
（
（1
（

、
定
説
と
呼
べ
る
も
の
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。

し
か
し
本
稿
で
論
じ
て
き
た
通
り
、
龍
伏
に
関
し
て
は
、
陰
陽
道
で
実
践
さ
れ
る
説

と
真
言
宗
で
実
践
さ
れ
る
説
と
が
異
な
る
状
況
に
お
い
て
、
あ
え
て
後
者
が
選
び
取

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
巻
五
の
み
な
ら
ず
巻
四
の
成
立
に
関
し
て
も
、
や
は
り
真

言
僧
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、『
簠
簋
内
伝
』
が
龍
伏
の
説
を
「
口
伝
専
一
也
」
と
強
調
し

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。『
簠
簋
内
伝
』
は
先
行
す
る
陰
陽
道
書
・
暦
注
書
と
共

通
す
る
内
容
も
多
く
、
陰
陽
道
に
お
け
る
立
柱
次
第
・
伏
龍
の
存
在
を
全
く
知
ら
ず

に
編
ま
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
う
し
た
強
調
の
意
図
は
む
し
ろ
、
そ
れ
を
知
り
な

が
ら
あ
え
て
真
言
宗
で
伝
わ
っ
て
き
た
説
を
採
用
し
、
自
説
こ
そ
唯
一
の
正
し
い
説

で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
ま
た
、

本
論
で
指
摘
し
た
言
葉
選
び
の
問
題
―
「
宿
曜
経
」
で
は
な
く
「
曜
宿
経
」
を
用
い

た
こ
と
や
「
伏
龍
」
で
は
な
く
「
龍
伏
」
を
用
い
た
こ
と
―
に
垣
間
見
え
た
、
独
自

性
の
強
調
と
い
う
意
図
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
中
世
以
前
の
真
言
宗
内
部
で
、
後
の
龍
伏
に
つ
な
が
る
慣
習
が
ど
の

よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
。
真
言
宗
の
典
籍
を

渉
猟
し
、
後
の
龍
伏
に
つ
な
が
る
言
説
と
実
践
の
具
体
的
な
形
成
過
程
を
解
明
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

注（
１
）
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
（
増
補
版
）』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
（
初
版

一
九
八
五
年
）、
二
三
五
頁
。

（
２
）
森
雅
秀
『
イ
ン
ド
密
教
の
儀
礼
世
界
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
七
五
頁
。

（
３
）
以
下
、
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
に
つ
い
て
は
注
（
２
）
前
掲
書
の
第
一
一
章
お
よ
び
第

一
二
章
を
参
照
し
た
。

（
４
）
引
用
は
藤
田
経
世
『
校
刊
美
術
史
料　

寺
院
編　

中
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九

七
五
年
）、
四
八
三
頁
に
よ
る
。

（
５
）
引
用
は
注
（
１
）
前
掲
書
、
九
八
頁
に
よ
る
。
下
線
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
６
）「
東
方
慈
父
、
南
方
愛
母
、
西
方
福
徳
、
北
方
長
寿
、
中
央
利
益
、
堅
牢
神
、
急
急
如
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律
令
」
の
文
言
は
、
地
鎮
祭
に
用
い
ら
れ
た
呪
符
木
簡
に
記
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。

中
世
の
例
と
し
て
は
、
福
岡
県
糸
島
市
の
篠
原
東
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
、
一
五
世
紀
後

半
～
一
六
世
紀
前
半
頃
の
も
の
と
み
ら
れ
る
木
簡
が
あ
る
（
糸
島
市
教
育
委
員
会
『
糸
島

市
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
一
八
集　

篠
原
東
遺
跡
群
Ⅱ
（
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｉ
、
Ｏ
、
Ｆ
、
Ｈ
、

Ｊ
、
Ｎ
、
Ｐ
地
区
）』
二
〇
一
八
年
、
一
四
一
頁
）。

（
７
）
引
用
は
村
山
修
一
編
著
『
陰
陽
道
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一
九
八
七
年
）、
一

七
四
～
一
七
五
頁
に
よ
る
。
句
読
点
お
よ
び
下
線
は
引
用
者
が
補
っ
た
。

（
８
）
森
雅
秀
は
、
日
本
に
伝
わ
る
密
教
文
献
の
中
に
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
を
伝
え
る
も
の

が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
の
密
教
文
献
で
は

ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ナ
ー
ガ
は
マ
ン
ダ
ラ
制
作
の
儀
礼
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
建
築

儀
礼
の
文
脈
で
語
る
文
献
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る
と
い
う
（
注
（
２
）
前
掲
書
、
二
七

五
頁
）。

（
９
）
平
安
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
口
遊
』「
陰
陽
門
」
も
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』

と
同
様
の
説
を
載
せ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
は
幼
学
の
会
編
『
口
遊
注
解
』（
勉
誠
社
、

一
九
九
七
年
）、
一
八
六
頁
に
よ
る
。

春
三
月
腹
南
背
北
頭
西
足
東
、
夏
三
月
腹
北
背
南
頭
東
足
西
、
秋
三
月
腹
東
背
西
頭

南
足
北
、
冬
三
月
腹
西
背
東
頭
北
足
南
。
謂
之
伏
竜
徳
。
今
案
、
若
可
立
柱
、
先
腹

次
背
次
足
。
次
第
立
之
。
莫
違
誤
。

　
　
　

こ
の
記
述
が
平
安
時
代
の
『
口
遊
』
原
本
の
通
り
と
す
れ
ば
、『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重

勘
進
記
』
に
よ
る
引
用
は
正
確
な
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
口
遊
』
は
鎌

倉
時
代
の
写
本
（
真
福
寺
本
）
が
唯
一
の
伝
本
と
し
て
残
る
の
み
で
あ
り
、
加
え
て
そ
の

内
容
は
原
本
か
ら
大
き
く
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
同
書
、
二

二
頁
）。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』
の
方
が
漢
籍
を
正
確

に
引
用
し
た
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
10
）
引
用
は
注
（
１
）
前
掲
書
、
三
一
五
頁
に
よ
る
。
な
お
『
簠
簋
内
伝
』
に
は
多
く
の
写

本
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
異
同
が
あ
る
。
例
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
、
最
古
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
の
写
本
（
楊
憲
本
）
に
は
数
字
の
記
載
が

な
い
。
ま
た
中
村
璋
八
の
校
合
に
よ
れ
ば
、
一
本
の
み
三
番
目
と
四
番
目
を
逆
に
記
す
写

本
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
陰
陽
道
の
説
に
則
っ
て
書
写
者
が
修
正
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
11
）『
簠
簋
内
伝
』
続
群
書
類
従
本
や
、
福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
楢
戸
に
あ
っ
た
修
験
・

龍
蔵
院
に
伝
わ
っ
て
い
た
『
陰
陽
雑
書
抜
書
』（
Ａ
本
、
只
見
町
教
育
委
員
会
蔵
）（
久
野

俊
彦
・
小
池
淳
一
編
『
簠
簋
伝
・
陰
陽
雑
書
抜
書
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

ま
た
、
仏
教
者
に
よ
っ
て
室
町
時
代
に
編
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
三
宝
吉
日
』
に
も
四
隅

の
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
成
立
年
代
に
鑑
み
る
と
『
簠
簋
内
伝
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能

性
も
あ
る
。

（
12
）
東
京
大
学
蔵
の
刊
本
を
用
い
た
。

（
13
）
久
保
田
収
は
、
鎌
倉
時
代
の
最
末
期
か
ら
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
の
間
と
推
定
し

て
い
る
（「
祇
園
社
と
陰
陽
道
」、
村
山
修
一
ほ
か
編
『
陰
陽
道
叢
書　

第
二
巻　

中
世
』

名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二
二
七
頁
）。
近
年
で
い
え
ば
、
山
下
克
明
は
一
四
世
紀
後

半
に
三
巻
本
の
「
宣
明
暦
経
註
」
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
巻
四
、
巻
五
、
序
が
付
さ
れ
た

と
し
て
い
る
（「
中
世
仮
名
暦
と
『
簠
簋
内
伝
』
―
陰
陽
道
概
念
の
近
世
的
展
開
に
よ
せ

て
」、
陰
陽
道
史
研
究
の
会
編
『
呪
術
と
学
術
の
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
、

二
二
頁
）。

（
14
）
龍
伏
の
引
用
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
福
島
県
奥
会
津
地
方
の
複
数
の
職
人
巻
物

（『
只
見
町
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
８
集　

会
津
只
見
の
職
人
巻
物
』（
只
見
町
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
及
び
只
見
町
教
育
委
員
会
蔵
「
只
見
町
職
人
巻
物
複
写
資
料
」）

や
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
の
「
経
営
之
巻
」（
書
写
年
不
明
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
15
）
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
16
）
以
下
、
引
用
は
内
藤
昌
校
注
・
太
田
博
太
郎
監
修
『
注
釈
愚
子
見
記
』（
井
上
書
院
、

一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。

（
17
）『
簠
簋
内
伝
』
と
真
言
宗
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
近
年
、
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
さ

ら
な
る
具
体
的
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
小
池
淳
一
は
『
簠
簋
内
伝
』

の
中
世
に
遡
る
写
本
が
仏
教
圏
、
と
り
わ
け
真
言
宗
の
圏
内
で
形
を
整
え
ら
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
論
じ
て
い
る
（「『
簠
簋
』
と
は
何
か
―
陰
陽
道
の
由
来
と
行
方
」、『
現
代
思
想
』

二
〇
二
一
年
五
月
臨
時
増
刊
号
、
二
〇
二
一
年
、
一
一
五
～
一
一
八
頁
）。
な
お
、『
簠
簋

内
伝
』
の
作
者
を
め
ぐ
る
近
世
の
言
説
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
（「
暦
注
の
『
正
し

さ
』
を
め
ぐ
っ
て
―
『
簠
簋
内
伝
』
へ
の
ま
な
ざ
し
」、
陰
陽
道
史
研
究
の
会
編
『
ア
ジ

ア
遊
学
二
七
八　

呪
術
と
学
術
の
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
18
）
注
（
１
）
前
掲
書
、
二
三
五
頁
。
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栃
木
県
栃
木
市
岩
船
山
高
勝
寺
の
享
保
十
四
年
の

宝
篋
印
塔
内
の
「
十
万
人
名
入
銅
筒
」
に
つ
い
て

林　
　
　

京　

子

１
、
は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
一
七
年
三
月
か
ら
栃
木
県
栃
木
市
岩
舟
町
の
岩
船
山
高
勝
寺
（
天
台

宗
）
の
宗
教
文
化
史
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
岩
船
山
は
中
世
の
『
地
蔵
菩
薩
霊
験

記
』
な
ど
に
も
「
生
身
の
地
蔵
出
現
の
霊
地
」
と
さ
れ
て
い
る
。
生
身
の
地
蔵
は
山

の
北
端
の
巨
岩
「
岩
船
」
に
出
現
し
た
と
さ
れ
る
が
、
岩
船
山
周
辺
で
は
気
象
条
件

に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
―
自
分
の
影
が
空
中
に
ま
ば
ゆ
く
輝
く
―
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
が
生
身
の
地
蔵
の
出
現
と
理
解
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

叡
山
文
庫
所
蔵
の
「
岩
船
地
蔵
誓
願
参
日
記
」
が
奈
良
の
金
剛
山
寺
（
通
称
矢
田

地
蔵
寺
・
真
言
宗
）
の
「
矢
田
地
蔵
欲
参
日
記
」
を
適
宜
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と（１
）か
ら
、
岩
船
山
上
に
は
戦
国
期
に
は
真
言
系
の
宗
教
施
設（２
）が
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
現
在
山
上
に
存
在
す
る
高
勝
寺
は
寛
永
期
に
そ
の
宗
教
施
設
を
天
台
宗
に
改

宗
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

中
世
に
は
山
内
に
日
光
山
内
と
同
様
に
様
々
な
宗
派
の
遊
行
宗
教
者
―
聖
と
呼
ぶ

の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
―
が
居
住
し
て
い
た
。
十
八
世
紀
後
半
に
作
成
さ
れ

た
境
内
図（３
）に
は
、
岩
船
山
の
東
側
の
山
門
の
外
に
、
林
立
す
る
夥
し
い
板
碑
や
卒
塔

婆
、
三
途
河
原
地
蔵
堂
・
八
角
形
の
骨
堂
・
常
念
仏
堂
と
記
さ
れ
た
建
物
が
建
っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
山
門
の
外
は
高
勝
寺
の
管
轄
外
の
場
所
で
、
念
仏
聖
や
三
昧
聖
と

い
っ
た
人
々
が
中
世
か
ら
死
者
供
養
を
行
っ
て
い
た
場
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
高
勝

寺
本
堂
が
建
っ
て
い
る
場
所
は
、
近
世
初
め
に
高
勝
寺
本
堂
を
建
立
す
る
為
に
後
ろ

の
山
を
削
り
だ
し
て
造
成
さ
れ
た
平
地
で
あ
る
。

中
世
は
浄
土
へ
の
憧
憬
が
堕
地
獄
の
恐
怖
と
セ
ッ
ト
で
人
々
に
浸
透
し
た
時
代
で

あ
っ
た
。
人
は
生
き
て
い
る
だ
け
で
様
々
な
罪
業
を
犯
し
て
し
ま
う
と
い
う
唱
導
の

普
及
も
あ
っ
て
、
人
々
は
死
後
に
堕
地
獄
せ
ず
往
生
す
る
為
に
様
々
な
滅
罪
行
に
勤

し
ん
だ
。
そ
し
て
浄
土
へ
人
々
を
導
く
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
が
霊
場
に
建

立
さ
れ
た
板
碑
だ
っ
た
。
板
碑
は
こ
の
世
に
出
現
し
た
彼
岸
世
界
の
仏
の
垂
迹
と
考

え
ら
れ
、
そ
れ
を
建
立
す
る
こ
と
は
往
生
を
可
能
に
す
る
作
善
で
あ
っ
た
。
板
碑
の

建
立
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
富
裕
人
は
板
碑
を
霊
場
に
建
立
し
、

庶
民
は
そ
れ
ら
に
結
縁
す
る
こ
と
で
往
生
を
祈
っ
た
。

住
職
の
話
で
は
、
高
勝
寺
の
山
門
の
外
の
西
院
河
原
堂
の
付
近
に
は
夥
し
い
板
碑

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
本
来
岩
船
山
で
も
っ
と
も
聖
な
る
場
所
で
あ
っ
た
の
は
、
生
身

の
地
蔵
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
巨
岩
「
岩
船
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
堂
裏
か
ら
岩

船
に
行
く
参
道
や
本
堂
付
近
に
は
現
在
板
碑
は
見
当
た
ら
な
い（４
）。
宮
城
県
松
島
の

雄
島
は
著
名
な
霊
場
で
あ
る
。
中
世
に
は
島
の
至
る
所
に
無
数
の
板
碑
が
林
立
し
、

多
く
の
人
々
が
板
碑
周
辺
に
納
骨
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
世
初
め
に
は
板
碑

の
宗
教
的
意
味
は
理
解
さ
れ
な
く
な
り
、
多
数
の
板
碑
が
撤
去
さ
れ
て
海
に
投
げ
込

ま
れ
た
。
そ
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
岩
船
山
の
本
堂
側
に
板
碑
が
見
当
た
ら
な
い
の

は
近
世
に
高
勝
寺
本
堂
を
建
築
す
る
時
に
撤
去
さ
れ
た
、
ま
た
は
岩
船
周
辺
は
厳
重

に
結
界
さ
れ
た
場
で
、
山
の
東
側
が
板
碑
を
建
立
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。

本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
の
山
の
斜
面
に
は
、
夥
し
い
卒
塔
婆
が
積
み
上
が
っ
て
い

る
。
高
勝
寺
は
「
塔
婆
建
て
」
と
呼
ば
れ
る
彼
岸
の
死
者
供
養
が
有
名
で
、
現
在
も

関
東
一
円
か
ら
多
く
の
人
々
が
縁
者
の
供
養
に
訪
れ
る
。
現
在
こ
の
場
所
は
、
裏
山

の
頂
上
ま
で
テ
ラ
ス
状
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
段
が
造
ら
れ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
平

成
の
初
め
頃
ま
で
は
、「
卒
塔
婆
は
高
い
所
に
置
け
ば
置
く
ほ
ど
後
生
が
良
い
」
と

さ
れ
、
参
詣
者
は
卒
塔
婆
の
加
持
が
終
る
と
、
先
を
争
っ
て
裏
山
の
頂
上
ま
で
卒
塔

婆
を
持
っ
て
上
が
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
参
詣
者
が
卒
塔
婆
を
置
く
場
所
を
確
保

す
る
為
に
、
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
寺
が
一
帯
を
整
備
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



－10－

そ
の
卒
塔
婆
の
山
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
石
塔
が
並
ん
で
い
る
。
ほ
と
ん

ど
が
小
型
の
箱
型
の
も
の
で
、
近
代
の
も
の
も
あ
り
、
近
世
後
期
の
も
の
も
あ
る
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
境
内
図（５
）に
も
本
堂
脇
に
小
型
の
石
塔
ら
し
い
も
の
が
多

数
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
近
世
末
に
は
こ
こ
に
石
塔
を
建
立
す
る
と
い
う
風
習
が
既

に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

前
述
の
『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
第
一
の
境
内
図
に
は
、
本
堂
脇
に
大
型
の
石
塔
が
二

基
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
こ
の
場
所
に
は
十
八
世
紀
初
め
の
大
型
の
宝
篋
印
塔

が
二
基
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
一
基
は
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
弱
で
、
正
面
の
月
輪
下

の
基
礎
に
回
向
文
が
刻
ま
れ
、
背
面
に
も
記
銘
が
あ
る
が
、
風
化
が
進
み
文
字
は
よ

く
読
み
取
れ
な
い
。
も
う
一
基
は
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
月
輪
下
の
基
礎

の
四
面
に
記
銘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
建
立
さ
れ
た
の
は
享
保
十
四
年
（
一
七

二
九
）
で
あ
る
。
便
宜
上
前
者
を
宝
篋
印
塔
Ａ
（
写
真
１
）、
後
者
を
宝
篋
印
塔
Ｂ

（
写
真
２
）
と
し
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
二
〇
一
九
年
四
月
七
日
に
高
勝
寺
を
訪
れ
、

こ
の
宝
篋
印
塔
と
、
血
の
池
の
前
に
あ
る
諶
盛
顕
彰
塔
の
碑
文
の
解
読
を
行
っ
た
。

そ
の
時
「
前
大
僧
正
実
観
」
が
寛
永
寺
学
頭
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
、
寛
永
寺
の

高
僧
が
な
ぜ
こ
こ
に
塔
を
建
立
し
た
の
か
奇
妙
に
感
じ
た
。
高
勝
寺
の
石
塔
類
や
板

碑
の
碑
文
に
つ
い
て
は
既
に
瀧
澤
龍
雄
氏
が
い
く
つ
か
を
解
読
し
成
果
を
栃
木
県
立

図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
た（６
）。
筆
者
は
二
〇
一
六
年
の
段
階
で
そ
れ
ら
を
閲
覧
済
み

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
重
大
性
が
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
痛

恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

２
、
高
勝
寺
の
宝
篋
印
塔
Ｂ
の
工
事
報
告
書

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の
十
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
高
勝
寺
は
本

堂
南
側
の
宝
篋
印
塔
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
施
工
者
は
岡
部
石
材
店
（
栃
木
市
岩

舟
町
静
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
住
職
は
現
住
職
の
旭
岡
知
徳
師
で
あ
る
。
ち
な
み

に
知
徳
師
が
高
勝
寺
住
職
と
な
っ
た
の
は
平
成
十
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
月
輪
の
刻
ま

写真２　高勝寺の宝篋印塔Ｂ 写真１　高勝寺の宝篋印塔Ａ
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れ
た
塔
身
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
上
部
を
取
り
外
し
た
所
、
塔
身
部
が
く
り

ぬ
か
れ
て
お
り
、
中
に
銅
筒
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
写
真
３
）。
銅
筒

の
直
径
は
約
７
セ
ン
チ
、
高
さ
は
約
９
・
５
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
（
写
真
４
）。
銅
筒

に
は
、
直
径
約
６
・
５
セ
ン
チ
の
蓋
（
写
真
５
）
が
填
め
ら
れ
て
い
た
。
蓋
に
は
中

央
に
大
き
く
種
字
バ
ン
、
右
側
に
「
此
中
地
蔵
十
万
人
名
入
／
願
主
回
国
沙
門
文

春
」、
左
側
に
「
享
保
十
四
己
酉
七
月
廿
四
日
」
と
線
刻
さ
れ
て
い
た
。
筒
の
中
に

は
劣
化
し
た
丸
ま
っ
た
紙
束
が
入
っ
て
い
た
（
写
真
６
）。
旭
岡
知
徳
住
職
に
よ
る

と
、
人
名
の
よ
う
な
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
専
門

機
関
（
栃
木
県
立
博
物
館
や
栃
木
県
文
化
財
課
な
ど
）
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
た

の
で
は
な
い
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
、
銅
筒
に
元
通
り
に
蓋
を
填
め
て
塔
身
の

中
に
戻
し
、
宝
篋
印
塔
の
修
理
は
終
了
し
た
。
写
真
３
か
ら
６
は
そ
の
時
の
工
事
報

写真４　銅筒全体

写真３　銅筒の埋納状況

写真５　銅筒の蓋
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告
書
の
写
真
で
、
高
勝
寺
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

３
、
宝
篋
印
塔
の
四
面
の
碑
文
（
図
１
）
と
そ
の
検
討

※
筆
者
に
よ
る
翻
刻
。
便
宜
上
各
面
に
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
記
号
を
付
け
た
。

①
Ａ
面
（
正
面
）

　

願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
與
衆
生　

皆
共
成
佛
道

出
典
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
「
化
城
喩
品
第
七
」
鳩
摩
羅
什
訳
で
、
天
台
宗

で
は
一
般
的
に
法
事
の
最
後
に
回
向
文
と
し
て
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ

る
。
宝
篋
印
塔
と
は
宝
篋
印
陀
羅
尼
を
納
め
た
塔
の
意
味
で
、
本
来
宝
塔
と
舎
利
塔

と
い
う
二
つ
の
性
格
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。
貴
顕
が
造
塔
す
る
供
養
塔
と
い
う
場
合

も
あ
る
と
い
う
。

②
Ｂ
面
（
向
か
っ
て
右
面
）

一
夫
不
耕
非
只
自
飢
亦
令
人
飢
雖
有
田
良
於
人
何
益
和
州
十
市
郡
安
倍
嶌
山
僧

淳
慧
信
楽
地
蔵
積
有
歳
月
故
名
山
霊
刹
其
所
安
置
莫
不
拝
瞻
今
邈
岩
舩
山
勧
十

萬
人
共
造
塔
以
藏
宝
篋
印
陀
羅
尼
其
高
一
十
六
尺
書
其
喜
捨
者
姓
名
以
結
勝
縁

云
嗟
呼
若
淳
慧
者
非
只
自
作
善
亦
令
人
作
福
田
穠
穠
止
十
萬
秋

「
和
州
十
市
郡
安
倍
嶌
山
僧
淳
慧
」
は
地
蔵
の
信
者
で
、
十
万
人
の
人
々
の
助
力

図１　宝篋印塔Ｂの碑文と銅筒の蓋

写真６　銅筒の内部
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で
岩
船
山
に
宝
篋
印
塔
を
作
ろ
う
と
発
願
し
た
、
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
安
倍
島
山

と
は
寺
院
の
山
号
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
寺
院
名
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
文
面
か

ら
す
る
と
、
丈
六
の
宝
篋
印
塔
を
岩
船
山
に
建
立
す
る
と
い
う
作
善
を
多
く
の
人
々

に
勧
め
た
功
労
者
は
安
倍
嶌
山
僧
淳
慧
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

③
Ｃ
面
（
背
面
）

監
寺
沙
門　

大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
慧
純

　
　

願
主　
　
　

阿
闍
梨
権
大
僧
都
文
春

　
　
　
　
　
　

享
保
十
四
己
酉
七
月
廿
四
日

「
監
事
沙
門
」
と
は
、『
字
通
』
に
よ
れ
ば
執
事
僧
を
指
す
ら
し
い
。
執
事
僧
と

は
寺
院
を
管
理
統
括
す
る
僧
で
あ
る
。
享
保
十
四
年
の
寛
永
寺
執
当
に
「
慧
純
」
の

名
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
交
名
帳
を
入
れ
た
丈
六
塔
の
建
立
の
責
任
者
、
と
い
う

意
味
だ
ろ
う
か
。
寛
永
寺
の
僧
侶
は
入
院
に
従
い
し
ば
し
ば
名
前
を
変
え
る
の
で
、

寛
永
寺
の
子
院
歴
代
や
法
脈
記
か
ら
慧
純
の
博
捜
を
続
け
た
い
。
願
主
は
阿
闍
梨
権

大
僧
都
文
春
と
さ
れ
、
埋
納
さ
れ
た
銅
筒
の
蓋
に
刻
ま
れ
た
人
名
と
同
一
で
あ
る
。

④
Ｄ
面
（
向
か
っ
て
左
面
）

　

時　
　

享
保
己
酉
夏
六
月

　
　
　
　
　

前
大
僧
正
実
観
記

こ
こ
ま
で
の
一
連
の
勧
進
の
総
ま
と
め
と
し
て
、
前
大
僧
正
實
観
が
経
緯
を
六
月

に
撰
文
し
た
が
、
実
際
の
塔
の
落
慶
は
七
月
の
地
蔵
縁
日
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。
で
は
、

こ
の
前
大
僧
正
實
観
と
は
、
ど
の
よ
う
な
僧
侶
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

史
料
１　

「
凌
雲
院
歴
代
傳（７
）」

〇
第
七
世
實
観

字
體
具
。
初
名
實
増
。
字
相
如
。
三
州
額
田
郡
岡
崎
村
人
。
姓
平
氏
中
根
。
母

太
田
氏
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
辛
丑
三
月
二
十
二
日
壬
申
生
焉
。
六
歳
従

住
心
院
贈
大
僧
正
實
俊
。
至
東
叡
山
常
照
院
。
十
歳
亦
従
至
比
叡
山
浄
教
坊
。

十
二
年
壬
子
六
月
四
日
戊
寅
就
師
剃
度
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
癸
丑
冬
。

就
師
修
四
度
密
法
。
三
年
乙
卯
十
月
。
為
法
華
会
立
者
。
七
年
巳
未
九
月
。
於

法
曼
院
伝
法
灌
頂
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
壬
戌
十
二
月
。
住
持
浄
教
坊
貞

享
二
年
（
一
六
八
五
）
乙
丑
五
月
。
兼
住
城
州
蓮
華
寺
。
十
月
於
法
曼
院
為
大

阿
闍
梨
。
三
年
丙
寅
六
月
。
任
権
大
僧
都
。
為
御
懺
法
講
賞
。
元
禄
九
年
（
一

六
九
六
）
丙
子
。
洛
陽
以
三
昧
流
失
傳
。
曼
殊
院
良
應
親
王
令
適
常
州
黒
子
千

妙
寺
。
就
権
僧
正
亮
宣
傳
法
灌
頂
。
尋
為
大
阿
闍
梨
。
十
二
年
己
卯
六
月
。
擢

為
望
擬
講
。
九
月
為
小
川
坊
城
一
位
俊
廣
卿
猶
子
。
十
四
年
辛
巳
五
月
。
任
大

僧
都
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
甲
申
十
月
。
為
法
華
会
擬
講
。
二
年
乙
酉
四
月
。

補
法
勝
寺
和
尚
。
為
別
請
立
義
竪
者
。
其
月
為
上
乗
院
権
僧
正
尊
通
・
尊
勝
院

法
印
慈
晃
。
於
青
蓮
院
傳
法
灌
頂
。
四
年
丁
亥
七
月
。
改
坊
名
曰
實
蔵
。
蓋
復

旧
也
。
八
月
任
権
僧
正
。
十
一
月
補
東
塔
執
行
。
是
月
応
准
三
宮
一
品
大
王
之

召
来
来
東
叡
。
十
二
月
住
持
凌
雲
院
。
尋
兼
仙
波
喜
多
院
。
五
年
戊
子
正
月
転

僧
正
。
閏
正
月
辞
法
勝
寺
和
尚
。
八
月
適
比
叡
。
十
月
為
法
華
会
探
題
。
是
月

還
東
叡
。

史
料
２
「
凌
雲
院（８
）」

〇
第
七
世
實
観

字
體
具
。
初
名
實
増
。

以
下
は
史
料
１
と
同
文
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
實
観
が
自
伝
を
書
き
残
し
た
の
で

そ
れ
を
引
用
し
た
為
で
あ
る
こ
と
が
、

右
大
僧
正
實
観
傳
、
其
自
所
著
也
。
故
書
法
有
與
今
列
伝
不
同
者
、
読
者
莫
以

為
疑

と
記
さ
れ
、
こ
の
後
に
彼
の
逸
事
が
続
く
。
そ
れ
も
ま
た
實
観
の
自
著
に
拠
る
も
の



－14－

ら
し
い
。

元
文
四
年
己
未
八
月
、
辞
職
而
隠
居
。
自
号
念
生
院
、
卜
居
于
明
静
院
後
園
。

貫
主
大
王
、
命
領
相
州
大
磯
高
麗
寺
。
寛
保
四
年
甲
子
正
月
二
十
三
日
寂
。
壽

八
十
四
．
葬
凌
雲
院
南
丘
。

史
料
１
、
２
か
ら
、
實
観
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
二
月
に
寛
永
寺
学
頭
と

な
り
、
辞
職
し
た
の
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
で
あ
る
の
で
、
三
十
二
年
間
学
頭

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
十
四
年
は
学
頭
在
職
二
十
二
年
目
で
あ
っ
た
。
ま

た
實
観
の
師
僧
で
あ
っ
た
實
俊
は
、
最
初
の
輪
王
寺
宮
で
あ
る
守
澄
法
親
王
に
従
っ

て
寛
永
寺
に
移
り
、
寛
永
寺
執
行
職
の
他
、
羽
州
立
石
寺
、
多
武
峰
な
ど
を
兼
主
し

天
台
会
講
師
や
法
華
会
探
題
を
歴
任
し
た
学
僧
で
、
西
教
寺
等
古
刹
の
復
興
に
も
尽

力
し
た
。
實
観
が
法
勝
寺
和
尚
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
西
教
寺
が
兼
法
勝
寺
で
あ
る

た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
實
俊
は
隠
居
し
た
寺
を
実
蔵
坊
と
名
づ
け
、
自
ら
の
大
部
な

著
述
の
他
書
物
の
収
集
を
行
っ
た
。
彼
は
収
集
が
開
始
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
意
図
的

に
比
叡
山
の
焼
き
討
ち
等
で
散
逸
し
た
中
世
の
写
本
を
集
め
て
い
る
。
現
在
の
叡
山

文
庫
真
如
蔵
の
蔵
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
實
観
も
ま
た
広
範
に
書
物
の
収
集
を
行
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る（９
）。

⑤
銅
筒
蓋
刻
字

此
中
地
蔵
十
万
人
名
入

　

梵
字
バ
ン

　
　
　

願
主
回
国
沙
門　

文
春

蓋
の
刻
字
は
、「
回
国
沙
門
文
春
」
が
「
願
主
」
と
な
っ
て
「
十
万
人
」
と
結
縁

し
て
、
そ
の
「
名
」
を
書
い
た
紙
を
銅
筒
の
中
に
「
入
」
れ
た
、
と
解
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
銅
筒
の
中
に
は
人
名
が
書
か
れ
た
紙
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
高
勝
寺
の

住
職
の
話
と
矛
盾
し
な
い
。
十
万
人
と
は
非
常
に
多
数
の
人
々
、
と
い
う
意
味
で
、

彼
ら
か
ら
そ
れ
な
り
の
喜
捨
を
集
め
て
銅
筒
を
作
成
し
、
そ
の
中
に
結
縁
交
名
帳
を

納
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

回
（
廻
）
国
行
者
と
は
、
通
常
六
十
六
か
国
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
霊
場
に
法
華
経

を
納
入
し
て
ゆ
く
回
国
巡
礼
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
近
年
近
世
の
六
十
六
部
の
信
仰

に
つ
い
て
の
小
嶋
博
巳
氏
の
大
著
（
（1
（

が
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
な
ぜ
そ
う
な

の
か
理
念
的
に
明
示
す
る
文
献
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
廻
国
供
養
塔
に
彫

ら
れ
た
尊
格
や
納
札
の
絵
柄
は
圧
倒
的
に
地
蔵
が
多
く
、
廻
国
行
者
と
地
蔵
信
仰
に

は
強
い
親
和
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
小
嶋
氏
は
、
収
集
し
た
二
四
八
六
件
の

廻
国
供
養
塔
に
刻
ま
れ
た
種
字
に
は
、
圧
倒
的
に
阿
弥
陀
ま
た
は
阿
弥
陀
三
尊
が
多

い
こ
と
（
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
、
当
時
の
六
十
六
部
廻
国
者
の
中
核
が
念
仏

者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
廻
国
供
養
塔
が
誉
号
を
持
つ
者
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ

て
い
る
例
、
つ
ま
り
廻
国
行
者
が
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
例
も
紹
介
し
て
い
る
。
実

際
に
高
勝
寺
に
も
誉
号
を
持
つ
者
が
願
主
と
な
っ
て
い
る
金
石
文
が
複
数
現
存
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
現
在
賽
の
河
原
と
呼
ば
れ
て
い
る
子
ど
も
の
死
者
供
養
霊
場
に

写真７　十万人交供養仏
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あ
る
石
仏
で
、
そ
の
銘
に
は
「
高
勝
寺
第
四
世
権
大
僧
都
竪
者
法
印
諶
盛　

于
時
正

徳
元
年
辛
卯
年
八
月
二
十
四
日　

願
主　

梵
蓮
社
法
譽
蓮
照
大
徳　

地
蔵
種
字　

奉

造
立
岩
舩
山
十
萬
人
講
供
養
佛
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
（
写
真
７
）。
願
主
の
蓮
照
は

廻
国
行
者
と
は
名
乗
っ
て
い
な
い
が
、
蓮
社
号
と
誉
号
を
持
ち
、
非
常
に
多
く
の
人

に
岩
船
地
蔵
と
の
結
縁
を
勧
め
る
講
を
組
織
し
た
浄
土
宗
の
聖
と
推
測
さ
れ
る
。

小
嶋
氏
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
、
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
現
率
し
か
な
い
種
字
バ

ン
が
銅
筒
の
蓋
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
剛
界
大
日
が
救
済
者
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
死
者
は
死
後
に
十
王
の
裁
き
を
受
け
る
と
さ
れ
る

十
王
思
想
は
、
中
世
に
は
広
く
普
及
し
た
。
清
水
邦
彦
氏
は
、「
真
言
宗
寺
院
に
伝

来
す
る
十
王
図
で
は
、
最
終
救
済
者
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
三
尊
で
は
な
く
大
日
で
あ

り
、
高
野
聖
は
浄
土
宗
系
の
阿
弥
陀
三
尊
を
十
王
の
本
地
仏
と
す
る
形
に
大
日
を
加

え
た
十
三
仏
信
仰
を
布
教
し
て
い
た
（
（1
（

」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
文
春
と
い
う
名
も
、

寛
永
寺
の
僧
侶
や
関
東
天
台
の
大
寺
の
歴
代
な
ど
に
見
か
け
な
い
名
前
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
阿
闍
梨
権
大
僧
都
文
春
」
は
、
真
言
密
教
を
学
び
、
伝
法
灌
頂

を
受
け
た
正
規
の
僧
侶
で
、
そ
れ
な
り
の
寺
格
の
寺
院
の
住
職
で
あ
っ
た
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
僧
侶
が
「
回
国
沙
門
」
で
あ
る
と
い
う
事
が
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
は
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

４
、
お
わ
り
に

前
述
し
た
『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
第
一
の
境
内
図
に
は
様
々
な
堂
舎
が
描
か
れ
て
い

る
。
十
九
世
紀
初
め
に
幕
府
が
作
成
さ
せ
た
街
道
絵
図
（
（1
（

で
も
高
勝
寺
境
内
の
様
々
な

堂
社
が
確
認
さ
れ
る
。
寺
領
二
十
石
で
檀
家
も
な
い
祈
願
寺
の
高
勝
寺
が
、
華
麗
な

三
重
塔
を
含
む
多
く
の
堂
舎
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
多
く
の
人
々
の
喜

捨
、
言
い
換
え
れ
ば
勧
進
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

享
保
四
年
に
岩
船
地
蔵
が
突
如
流
行
神
と
な
っ
て
関
東
平
野
を
西
に
進
み
、
各
地

で
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
巡
行
が
通
過
し
た
地
域
の
村
方
文
書
に
も
記
録

写真８　絵巻に描かれた銚子出開帳の賑わい
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さ
れ
て
お
り
、
福
田
ア
ジ
オ
氏
の
著
作
（
（1
（

で
知
ら
れ
て
い
る
。
福
田
氏
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
高
勝
寺
の
『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
に
は
岩
船
地
蔵
の
巡
行
に
つ
い
て
の
記

載
は
な
い
。
そ
の
時
の
住
職
が
諶
盛
で
あ
っ
た
こ
と
は
境
内
の
金
石
文
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
が
、『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
が
諶
盛
の
事
蹟
と
し
て
記
述
し
た
の
は
享
保
八
年

の
「
岩
船
地
蔵
の
銚
子
へ
の
飛
行
と
出
開
帳
」（
写
真
８
）
の
み
で
あ
る
。
既
に
拙

稿
（
（1
（

で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
諶
盛
は
寛
永
寺
か
ら
輪
王
寺
宮
の
命
で
高
勝
寺
を

復
興
す
る
た
め
に
入
寺
し
た
僧
侶
で
あ
る
。
岩
船
地
蔵
の
巡
行
と
は
、
縁
起
の
記
述

を
信
じ
る
な
ら
ば
、
享
保
元
年
の
土
砂
災
害
で
本
堂
が
大
破
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め

に
諶
盛
が
念
仏
聖
た
ち
を
組
織
し
て
始
め
た
勧
進
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
正

徳
年
間
か
ら
勧
進
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
、
境
内
金
石
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

享
保
四
年
以
降
、
岩
船
地
蔵
に
対
し
高
勝
寺
が
収
拾
で
き
な
い
状
態
に
ま
で
人
々

の
熱
狂
が
高
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
前
述
の
福
田
氏
の
著
作
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

巡
行
の
二
十
年
後
に
『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
を
作
成
し
た
住
職
の
常
玄
は
、
実
は
寛
永

寺
の
子
院
等
覚
院
院
主
で
も
あ
る
。
彼
が
巡
行
に
つ
い
て
記
述
し
な
い
の
は
、
流
行

神
化
し
た
岩
船
地
蔵
と
高
勝
寺
（
と
寛
永
寺
）
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
筆
者
は
ま
だ
高
勝
寺
境
内
で
、
享
保
四
年
の
岩

船
地
蔵
の
巡
行
の
記
念
の
石
仏
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
賽
の
河
原
堂
の
方
に
居
住
す
る
聖
達
を
組
織
し
た
勧
進
が
発
端
と
推
測
さ
れ
る

た
め
、
そ
れ
ら
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
崩
落
部
分
に
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
（
（1
（

、
そ

の
こ
と
が
発
見
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

高
勝
寺
に
現
存
す
る
銅
製
の
地
蔵
坐
像
（
通
称
銅
大
仏
）（
写
真
９
）
に
は
銚
子

出
開
帳
の
翌
年
の
享
保
九
年
の
製
作
銘
が
あ
り
、
そ
の
蓮
弁
に
は
願
主
と
し
て
伊
勢

度
会
の
河
崎
や
肥
前
長
崎
の
誉
号
を
持
っ
た
僧
侶
や
紀
州
田
辺
の
俗
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
内
陸
部
の
下
野
の
山
上
に
位
置
す
る
高
勝
寺
が
、
遠
隔
地
の
有
力
宗

教
者
と
結
縁
で
き
た
場
所
は
、
港
湾
都
市
銚
子
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。
銚
子
の
出
開
帳
で
は

ど
の
程
度
岩
船
地
蔵
の
霊
験
が
鼓
吹
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
享
保
八
年
の

銚
子
出
開
帳
の
場
で
文
春
は
高
勝
寺
と
縁
が
で
き
、
そ
の
後
六
年
程
か
け
て
岩
船
地

蔵
へ
の
結
縁
者
を
万
単
位
で
集
め
た
、
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
蔵
は
宗
派
横
断
的
に
死
後
の
救
済
者
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
非
常
に
興
味

深
い
事
に
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
浄
土
宗
西
福
寺
の
「
大
十
夜
」
と
呼
ば
れ
る
念
仏
行

事
で
は
「
し
も
つ
け
」
と
「
あ
さ
が
お
」
と
い
う
念
仏
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
（
（1
（

。
そ
の

「
し
も
つ
け
」
と
は
、
下
野
の
岩
船
地
蔵
を
詠
っ
た
「
岩
船
和
讃
」
に
他
な
ら
な
い
。

死
者
供
養
や
彼
岸
や
盆
な
ど
や
念
仏
講
な
ど
の
場
で
唱
え
ら
れ
て
き
た
「
岩
船
和

讃
」
は
、
も
と
も
と
は
真
言
宗
の
和
讃
で
あ
っ
た
（
（1
（

が
、
浄
土
宗
に
も
取
り
込
ま
れ
て

い
る
事
は
非
常
に
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
銚
子
か
ら
房
総
半
島
を
南
下
し
た
い
す
み
市
大
原
町
の
海
岸
に
は

「
岩
船
地
蔵
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
下
野
の
岩
船
地
蔵
と
は
全
く
異
な
る
歴
史
と
伝
承

を
持
ち
、
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
（
（1
（

。
さ
ら
に
南
下
し
た
房
総
地
域
に
は

「
岩
船
和
讃
」
が
色
濃
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
對
馬
郁
夫
氏
の
研
究
（
（2
（

か
ら
判

明
し
て
い
る
。
憶
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
文
春
は
房
総
地
域
の
真
言
寺
院
の
僧

写真９　高勝寺銅大仏
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で
、
房
総
か
ら
の
街
道
と
銚
子
街
道
が
交
叉
す
る
銚
子
出
開
帳
の
場
で
岩
船
地
蔵
と

値
遇
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
の
最
新
技
術
で
宝
篋
印
塔
に
戻
さ
れ
た
交
名
帳

に
書
か
れ
た
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
問
題
の
な
ん
ら
か
の
解
決

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
拙
い
報
告
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
高
勝
寺
の
銅
筒
と
交
名
帳
の
調
査
の
進
展
に
寄
与
す
る
事
が
で
き
れ
ば
、
望
外

の
幸
せ
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
戦
国
末
期
の
岩
船
山
―
新
出
「
下
野
国
岩
船
地
蔵
誓
願
参
日
記
」
と
そ
の
周

辺
」（『
宗
教
民
俗
研
究
』
三
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）『
一
四
巻
本
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
で
は
、
そ
の
宗
教
施
設
は
「
岩
舩
寺
」
と
さ
れ
て
い

る
。

（
３)

高
勝
寺
蔵
『
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
第
一
の
第
五
図
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
閲
覧
可
。

『
学
苑
』
九
六
一　

https://sw
u.repo.nii.ac.jp/records/7065

（
４
）
二
〇
二
〇
年
頃
、
現
在
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
高
勝
寺
の
大
仏
前
の
平
地
か
ら
山
を
下

り
る
東
参
道
の
入
り
口
付
近
を
住
職
が
重
機
で
整
備
し
て
い
た
所
、
梵
字
が
彫
ら
れ
た
板

碑
が
見
つ
か
っ
た
。
板
碑
は
２
つ
に
割
れ
て
い
た
。
板
碑
が
全
く
無
い
と
い
う
わ
け
で
も

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
５
）
現
在
高
勝
寺
で
頒
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
こ
の
原
画

の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
住
職
に
よ
る
と
前
住
が
画
像
を
持
っ
て
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

掲
載
し
た
と
い
う
。
こ
の
境
内
図
と
同
じ
も
の
が
高
崎
寿
『
日
光
巡
拝
図
誌
』
ぎ
ょ
う
せ

い
、
一
九
八
八
の
「
岩
船
山
の
図
」（
口
絵
二
〇
）
に
描
か
れ
て
お
り
、
所
蔵
し
て
い
た

『
日
光
巡
拝
図
誌
』
の
岩
船
山
の
図
の
写
真
を
、
高
崎
氏
が
高
勝
寺
に
寄
贈
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

（
６
）
瀧
澤
龍
雄
『
石
佛
月
報
』
№
05‒

06
、
二
〇
〇
五
、
私
家
版
。

（
７
）『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
年
譜
』（『
続
天
台
宗
全
書
史
傳
３
』、
春
秋
社
、
二
〇
一
八
。

實
観
の
年
譜
は
こ
れ
以
外
に
も
寛
永
寺
の
文
書
の
中
に
複
数
見
ら
れ
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ

同
文
で
あ
る
。
逆
に
彼
に
つ
い
て
複
数
の
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
實
観
の
存
在

感
の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
８
）「
東
叡
山
寛
永
寺
歴
代
主
僧
記
巻
上
」『
続
神
道
大
系
神
社
編
戸
隠
二
』
八
九
～
九
二
頁

（
９
）
實
観
は
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
の
神
道
的
価
値
を
鼓
吹
す
る
神
道
学
者
依
田
貞
鎮

を
知
り
、『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
を
全
て
謄
写
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
岩
船
山
と
深

く
結
び
つ
い
た
太
平
山
の
太
平
山
神
社
宮
司
は
依
田
貞
鎮
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
高
勝
寺
の
『
仮
名
縁
起
絵
巻
』
第
一
の
成
立
と
な
ん

ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
詳
細
は
野
田
政
和
「
輪
王
寺
宮
公
遵
法

親
王
と
徧
無
為
依
田
貞
鎮
」（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
紀
要
32
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
小
嶋
博
巳
「
近
世
六
十
六
部
の
信
仰
」『
六
十
六
部
日
本
廻
国
の
研
究
』、
法
蔵
館
、
二

〇
二
二
。

（
11
）
清
水
邦
彦
『
お
地
蔵
さ
ん
と
日
本
人
』
法
蔵
館
、
二
〇
二
三
。
五
七
～
五
八
、
八
四
頁
。

（
12
）『
五
街
道
分
間
延
絵
図　

太
田
八
木
簗
田
天
明
犬
伏
』
東
京
美
術
、
一
九
八
九
。

（
13
）
福
田
ア
ジ
オ
『
歴
史
探
索
の
手
法
―
岩
船
地
蔵
を
追
っ
て
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
六
。

（
14
）
拙
稿
「
岩
船
山
高
勝
寺
岩
船
地
蔵
の
銚
子
出
開
帳
と
そ
の
周
辺
」（『
日
本
宗
教
文
化
史

研
究
』
二
七
の
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）
前
述
し
た
「
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）」
の
年
号
を
持
つ
「
十
万
人
結
縁
講
供
養
仏
」

と
彫
ら
れ
た
石
仏
は
本
来
山
門
外
の
別
所
の
西
院
河
原
堂
の
裏
山
の
「
賽
の
河
原
」
周
辺

に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
「
賽
の
河
原
」
が
岩
船
山
の
採
石
に
よ
り
崩
落
し

て
し
ま
い
、
西
院
河
原
堂
の
下
に
移
転
し
た
時
、
こ
の
地
蔵
は
水
子
供
養
の
地
蔵
と
し
て

一
緒
に
移
転
し
た
た
め
現
存
し
て
い
る
。

（
16
）
前
掲　

註
14
に
同
じ
。

（
17
）
詳
細
は
千
葉
県
無
形
民
俗
文
化
財
連
絡
協
議
会
編
『
千
葉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

坂
戸
の
念
仏
―
平
成
二
十
八
年
大
十
夜
の
記
録
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）
新
堀
歓
乃
『
近
代
仏
教
教
団
と
ご
詠
歌
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
、
一
五
六
頁
。

（
19
）
地
元
に
は
「
岩
船
地
蔵
保
存
会
」
が
あ
り
、
毎
年
八
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
が
縁
日

で
あ
る
。『
大
原
町
史
』
通
史
編
、
大
原
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
八
。
そ
の
六
二

三
、
一
三
八
一
、
一
四
〇
九
、
一
四
五
六
頁
に
歴
史
や
伝
承
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
千
葉
県
立
館
山
博
物
館
に
對
馬
氏
の
調
査
研
究
資
料
目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は

ま
だ
閲
覧
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
「
岩
船
和
讃
分
布
調
査
」
が
あ
り
、
房
総
地

域
の
真
言
宗
の
人
々
に
岩
船
和
讃
が
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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明
治
二
七
年
「
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
字
圦
場

堤
塘
切
所
急
破
修
繕
工
事
之
景
」

―
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
の
水
害
写
真
資
料
―

印　

出　

隆　

之

茨
城
県
猿
島
郡
境
町
の
歴
史
を
伝
え
る
『
境
町
沿
革
小
誌
』（
明
治
四
四
年
刊
行
、

以
下
、『
沿
革
小
誌（
１
）』）
に
は
、
町
の
水
害
史
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
明
治

四
三
年
の
大
水
害
の
詳
細
を
中
心
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
沿
革
小
誌
』
に
は
、
明

治
一
八
年
か
ら
明
治
四
三
年
の
間
に
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
し
水
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
四
三
年
以
外
の
年
に
発
生
し
た
水
害
の
被

害
の
詳
細
を
伝
え
る
資
料
は
多
く
は
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
境
町
史
編
さ
ん
調

査
委
員
の
山
崎
達
夫
は
、「
四
十
三
年
水
害
の
被
害
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
以
前
の

水
害
の
状
況
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る（２
）。
筆

者
も
同
様
の
考
え
か
ら
、
本
稿
に
明
治
二
七
年
の
水
害
を
伝
え
る
写
真
資
料
を
紹
介

し
た
い
。

「
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
字
圦
場
堤
塘
切
所
急
破
修
繕
工
事
之
景
」（
図
１
、
以
下

「
修
繕
工
事
之
景
」）。

こ
の
写
真
資
料
は
、
令
和
五
年
一
二
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

品
さ
れ
て
い
た
も
の
を
筆
者
が
落
札
し
て
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
の
裏
面
に

墨
書
の
覚
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
、
明
治
二
七
年
の
水
害
に
関
す
る

資
料
と
み
え
、
過
日
、
境
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
し
た
。
裏
面
の
墨
書
（
図

２
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

茨
城
県
猿
島
郡
境
町
字
圦
場

図１　明治27年「茨城県猿島郡境町字圦場堤塘切所急破修繕工事之景」
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堤
塘
切
所
急
破
修
繕
工
事
之
景

　
　
　

明
治
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日
起
工

　
　
　

明
治
二
十
七
年
十
二
月
三
十
日
竣
成

　
　
　

明
治
二
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
撮
影

　
　
　
　
　
　

工
事
委
員　

海
老
澤
為
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
舎
八
十
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
勘
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

工
事
係　
　

遠
藤
徳
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
嶋
義
房

　
　
　
　
　
　

工
事
請
負
人　

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
幸
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
庄
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
澤
為
次
郎
所
蔵

明
治
二
七
年
の
水
害
は
『
沿
革
小
誌
』
に
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

明
治
二
十
七
年
八
月
十
一
日
午
後
四
時
半

　
　
　

同
前
（
中
田
地
先
最
高
水
位
）
十
二
日
午
前
九
時
半
十
八
尺
九
寸

　
　
　

同
前
（
雨
止
て
よ
り
最
高
水
位
に
至
る
迄
）
十
七
時
間

「
修
繕
工
事
之
景
」
の
裏
面
に
残
さ
れ
た
覚
書
か
ら
、「
切き

れ

所し
よ

」
と
も
言
わ
れ
る

決
壊
場
所
が
、
境
町
字
圦い

り

場ば

で
あ
っ
た
と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
圦
」

の
字
を
漢
字
ペ
デ
ィ
ア
で
引
く
と
、「
い
り
。
堤
に
埋
め
て
、
用
水
・
下
水
の
流
れ

を
調
節
す
る
樋
（
と
い
）。
水
門
」
の
意
の
国
字
と
あ
る（３
）。
字
圦
場
を
確
認
す
る
た

め
に
、『
沿
革
小
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
明
治
四
三
年
の
「
境
町
全
図
」
を
転
載

し
、「
字
圦
場
」
に
丸
印
を
付
し
て
お
く
（
図
３
）。
ま
た
、『
下
総
境
の
生
活
史　

図
説
・
境
の
歴
史（４
）』
か
ら
「
境
河
岸
付
近
絵
図
」（
昌
福
寺
蔵
）（
図
４
）
を
転
載
し
、

付
近
の
地
形
や
位
置
の
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。

「
修
繕
工
事
之
景
」
に
、
工
事
委
員
及
び
写
真
の
所
蔵
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

図２　図１の裏面
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図３　明治43年境町全図

図４　境河岸付近絵図（昌福寺蔵　上が北北東、圦場は左端中央）
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海
老
澤
為
次
郎
（
一
八
六
五
～
一
九
四
四
）
は
、『
茨
城
県
紳
士
録（５
）』
他
に
よ
れ
ば
、

慶
応
元
年
八
月
、
海
老
澤
七
三
郎
の
二
男
と
し
て
境
町
の
船
戸
町
に
生
ま
れ
た
。
家

は
呉
服
商
を
営
み
、
明
治
二
一
年
に
家
督
相
続
し
、
地
方
公
共
に
尽
力
し
た
人
物
だ

っ
た
と
い
う
。
境
町
収
入
役
や
町
会
議
員
、
学
務
委
員
、
町
農
会
長
、
郡
農
会
議
員

な
ど
を
務
め
た
。
明
治
三
二
年
に
は
茨
城
県
会
議
員
に
選
ば
れ
、
明
治
三
六
年
に
副

議
長
、
大
正
六
年
一
一
月
に
第
二
四
代
議
長
と
な
り
、
昭
和
三
年
に
は
衆
議
院
議
員

と
な
っ
た
。「
修
繕
工
事
之
景
」
は
、
資
料
の
出
所
か
ら
も
そ
の
正
確
性
が
高
く
、

境
町
民
の
「
水
と
の
戦
い
」
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

工
事
委
員
と
記
さ
れ
て
い
る
當と

う

舎し
や

八
十
吉
（
一
八
五
六
～
一
九
三
五
）
は
、
境
町

の
近
代
教
育
に
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
工
事
委
員
の
岡
田
勘
左
衛
門
は
為

次
郎
の
義
弟
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
境
商
業
銀
行

で
は
、
頭
取
に
海
老
澤
為
次
郎
、
取
締
役
兼
支
配
人
に
當
舎
八
十
吉
が
名
を
連
ね
、

後
年
、
遅
く
と
も
明
治
四
〇
年
に
は
岡
田
勘
左
衛
門
も
同
行
の
監
査
役
に
就
任
し
て

い
る
。
ま
た
、
遠
藤
徳
三
郎
は
『
沿
革
小
誌
』
に
よ
れ
ば
町
の
収
入
役
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
修
繕
工
事
之
景
」
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
人
物
は
、
当
時
の
境
町

に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。『
沿
革
小
誌
』
に
は
、
明
治
四
三
年
の
海
老
澤

為
次
郎
（
中
列
右
か
ら
四
番
目
）、
當
舎
八
十
吉
（
前
列
右
か
ら
四
番
目
）
の
写
真

（
図
５
）
が
あ
る
。

か
つ
て
の
境
町
は
日
光
東
往
還
の
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
江
戸
川
・
利
根
川
水
運

に
よ
る
各
河
岸
と
江
戸
を
結
ぶ
中
継
河
岸
と
の
役
割
を
も
つ
河
岸
町
と
し
て
繁
栄
し

て
き
た
。
水
運
に
よ
っ
て
東
北
・
北
関
東
と
江
戸
と
の
物
資
の
往
来
が
可
能
に
な
り
、

河
岸
町
と
し
て
の
暮
ら
し
が
成
り
立
ち
、
そ
こ
で
の
人
々
の
暮
ら
し
が
存
在
し
た
。

明
治
期
に
入
り
、
鉄
道
の
開
通
や
海
上
交
通
の
発
展
な
ど
で
、
し
だ
い
に
河
川
港

と
し
て
の
役
割
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
境
町
の
立
地
か
ら
、
ど
の
時
代
に
も
水
害
を

繰
り
返
し
経
験
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
水
害
と
の
戦
い
に
対
す
る
町
民
の
受
け

入
れ
方
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
渡
辺
貢
二
は
、

図５　明治43年水災整理委員
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「
利
根
川
に
寄
り
か
か
る
境
町
は
、
そ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
を
甘
受
し
て

近
代
史
を
歩
ん
だ
」「
プ
ラ
ス
面
を
失
っ
て
な
お
、
マ
イ
ナ
ス
は
つ
い
て
ま
わ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る（６
）。

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
残
さ
れ
た
資
料
を
通
し
て
、
過
去
の
水
害
を
教
訓
と
し
、

河
岸
町
と
し
て
繁
栄
し
た
往
時
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
利
根
川
に
面
し
た
境
町
の

立
地
か
ら
、
こ
れ
ら
の
河
川
と
適
切
に
付
き
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
問
い
か
け
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

注（
１
）
境
町
沿
革
小
誌
編
纂
会
編
『
境
町
沿
革
小
誌
』
境
町
沿
革
小
誌
編
纂
会
、
明
治
四
四
年
。

（
２
）
山
崎
達
夫
「
明
治
二
十
九
年
の
水
害
―
百
戸
長
野
家
の
日
記
か
ら
―
」『
町
史
だ
よ
り

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
』
境
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
〇
六
年
。

（
３
）
漢
字
ペ
デ
ィ
ア
（https://w

w
w

.kanjipedia.jp/kanji/0000267100

）

（
４
）
境
町
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
下
総
境
の
生
活
史　

図
説
・
境
の
歴
史
』
境
町
、
平
成

一
七
年
。

（
５
）
有
備
会
出
版
部
編
『
茨
城
県
紳
士
録 

昭
和
一
〇
年
』
有
備
会
出
版
部
、
昭
和
一
〇
年
。

（
６
）
野
本
作
兵
衛
・
渡
辺
貢
二
『
七
夕
の
大
水　

境
町
の
明
治
の
大
洪
水
』
崙
書
房
、
一
九

七
七
年
。

参
考
文
献

『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録　

明
治
三
三
年
』（
商
業
興
信
所
編
／
商
業
興
信
所
／
明
治
三
二

年
）

『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録　

明
治
四
〇
年
』（
商
業
興
信
所
編
／
商
業
興
信
所
／
明
治
四
〇

年
）

「
官
報 1910

年
02
月
14
日
」（
大
蔵
省
印
刷
局
編
／
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真
／
明
治
四
三
年
）

『
茨
城
県
史
』（
茨
城
県
史
研
究
会
編　

茨
城
県
史
刊
行
会　

昭
和
五
年
）
四
二
頁

『
茨
城
人
名
辞
書 

再
版
』（
弘
文
社
編　

弘
文
社　

昭
和
七
年
）
エ
１

茨
城
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
歴
代
正
副
議
長
名
鑑
）

（https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/gicho/index1.htm

）

「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）
に
お
け
る
『
広
域
避
難
』」（
茨
城
県 

境
町
危
機
管

理
部
／
危
機
管
理
専
門
監 

生
天
目 

一
司
）

（https://w
w

w
.bousaihaku.com

/w
p/w

p-content/uploads/2021/05/R01_dai3bu8.pdf

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

雑
報

月
例
談
話
会

日
時　

毎
月
第
三
日
曜
日
、
午
後
一
四
時
～
一
六
時
三
〇
分
に
、
月
例
談
話
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
場
等
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

内
容　

事
前
に
発
表
者
と
発
表
内
容
を
決
め
ず
、
当
日
の
参
加
者
の
う
ち
の
希
望

者
が
発
表
し
て
い
ま
す
。
情
報
交
換
や
相
談
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
み
方
法　

会
誌
『
西
郊
民
俗
』
末
尾
に
記
載
の
連
絡
担
当
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
郵
便
の
場
合
は
、
連
絡
担
当
の
住
所
あ
て
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

会
場　

東
京
都
内
貸
会
議
室
（
例
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
付
近
）。
今
後
、
変
更
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
会
場
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
願
い
ま
す
。
変
更
等
、
逐
次
ご
確
認
願
い
ま
す
。

第
八
四
四
回　

令
和
六
年
三
月
一
七
日

只
見
龍
蔵
院
旧
蔵
『
拾
塵
雑
記
』
の
「
猿
麿
太
夫
事
」	

小
池　

淳
一

福
井
県
福
井
市
「
一
乗
谷
安
波
賀
春
日
社
参
詣
図
」
と
子
狐
丸	

林　
　

京
子

柳
宗
悦
に
お
け
る
「
下
手
も
の
」（
雑
器
）
と
「
民
具
」
へ
の
言
及

　

―
「
民
藝
」「
民
具
」
成
立
期
の
共
通
と
相
違
―	

久
野　

俊
彦

東
光
寺
成
就
院
安
産
薬
師
（
東
京
都
日
野
市
）
の
安
産
御
符
補
遺　

畠
山　
　

豊

水
天
宮
の
御
符	

金
井
塚
正
道

錯
綜
す
る
カ
マ
ジ
メ	

榎
本　

直
樹

第
八
四
五
回　

令
和
六
年
四
月
二
一
日
（
於
、
飯
田
橋
）

七
夕
先
行
研
究
の
整
理	

史　
　

乃
琛



－23－

蚊
よ
け
の
や
ぐ
ら	

増
田　

公
寧

ク
マ
オ
ウ
ジ
の
資
料	

小
池　

淳
一

福
島
県
只
見
町
の
ヤ
マ
サ
キ
（
猟
師
統
領
・
山
神
祭
祀
者
）
の
狩
猟
巻
物
と

山
中
使
用
覚
書	

久
野　

俊
彦

岩
船
山
の
孫
太
郎
尊
拝
殿
内
の
奉
納
物
調
査
概
報	

林　
　

京
子

東
松
山
市
上
岡
観
音
の
絵
馬
市
の
近
況	

榎
本　

直
樹

第
八
四
六
回　

令
和
六
年
五
月
一
九
日
（
於
、
飯
田
橋
）

近
世
に
お
け
る
暦
注
の
位
相
と
様
態
―
一
枚
刷
り
大
雑
書
か
ら
―	

小
池　

淳
一

『
頭
書
長
暦
』
に
み
る
貞
享
改
暦
前
後
の
暦
注
認
識	

馬
場
真
理
子

白
子
観
音
寺
の
出
開
帳
資
料	

林　
　

京
子

日
本
に
お
け
る
中
国
起
源
行
事
の
研
究
方
法
論
試
論	

史　
　

乃
琛

川
越
喜
多
院
白
井
太
夫
の
碑	

金
井
塚
正
道

日
記
に
見
る
穀
物
脱
穀
と
「
お
し
」
呼
称
１	

榎
本　

直
樹

『
西
郊
民
俗
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
掲
載

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
誌
『
西
郊
民
俗
』
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。『
西
郊

民
俗
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
で
、
該
当
号
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
表
示
さ
れ
ま
す
。
第
二
五
八
号
か
ら
掲
載
を
始
め
ま
す
。
会
誌
刊
行
の
一
年
後

に
順
次
掲
載
し
ま
す
。
著
作
権
は
執
筆
者
に
帰
属
し
ま
す
。
個
人
の
研
究
目
的
の
範

囲
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

連
絡
担
当
（
会
誌
送
付
・
入
退
会
・
談
話
会
等
）

　
　

榎
本
直
樹　

〒350-1123　

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
二
六‒

六

ド
ル
チ
ェ
川
越
四
〇
九

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

inari@
ceres.ocn.ne.jp

　

編
集
担
当
（
原
稿
送
り
先
）
投
稿
案
内
は
表
紙
見
返
し
に
掲
載

　
　

久
野
俊
彦　

〒329-0433　

栃
木
県
下
野
市
緑
四‒

六‒

七

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

hto4sano@
yahoo.co.jp



　
西
郊
民
俗
　
第
二
六
七
号

　
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
六
月
十
六
日

〒
一
一
二‒

〇
〇
〇
五

東
京
都
文
京
区
水
道
二‒

三‒

一
五‒

四
〇
三
　
小
池
方

西
　
郊
　
民
　
俗
　
談
　
話
　
会

振
替
口
座
　
〇
〇
一
八
〇‒

二‒

八
九
四
四
〇


